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午前９時００分開議

○議長（安部 重助君） 皆さん、おはようございます。

ただいまの出席議員数は１２名であります。定足数に達しておりますので、第６０回

神河町議会定例会第２日目の会議を開きます。

日程に入る前に、お願いとお知らせをいたします。元大河内町町長で町政功労者であ

る藤田稔太様が御逝去されました。謹んでお悔やみを申し上げ、御冥福をお祈りいたし

ます。

本日は藤田稔太様の告別式がとり行われますので、１０時ごろから１３時の間は本会

議を休憩させていただきますので、御了承をお願いをしておきます。

また、本日、平成２５年度神河町各会計決算審査報告のために清瀬茂生代表監査委員

に出席いただいておりますので、ここで御紹介申し上げます。

よろしくお願いします。

○代表監査委員（清瀬 茂生君） 代表監査委員の清瀬茂生でございます。よろしくお願

いいたします。

○議長（安部 重助君） 執行部からの各会計決算説明の後に決算審査報告をいただきま

すので、よろしくお願いいたします。

ここで、欠席届が出ておりますので御報告いたします。公民館の藤原参事が町美術展

の準備のために本日欠席届が出ておりますので、御了承を願います。

それでは、直ちに本日の会議を開きます。

本日の議事日程はお手元に配付のとおりです。

⋞ ⋞

日程第１ 第７９号議案から第９１号議案

○議長（安部 重助君） 日程第１、第７９号議案から第９１号議案、平成２５年度各会

計歳入歳出決算認定の件を一括議題といたします。

まず、第７９号議案、平成２５年度神河町一般会計歳入歳出決算認定の件について、
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提出者の説明を求めます。

山名町長。

○町長（山名 宗悟君） おはようございます。それでは、第７９号議案、平成２５年度

神河町一般会計歳入歳出決算認定の件について御説明いたします。

本議案は、地方自治法第２３３条第３項の規定に基づきまして、監査委員の監査意見

書を付して議会の認定を求めるものでございます。

まず初めに、町の財政状況につきまして御説明申し上げます。お手元に配付していま

す平成２５年度決算説明資料をごらんいただきたいと思います。

平成２５年度の国の経済は、政府の大胆な金融政策、機動的な財政政策、民間投資を

喚起する成長戦略の三本の矢による一体的な政策効果から、円高是正や株価の回復によ

り輸出が持ち直すとともに個人消費が上向き、加えて公共投資が拡大し、景気が回復の

方向へ向いていきました。

しかしながら、東日本大震災からの復旧事業や緊急経済対策等によって公共事業が増

加、建設労働者が不足し、建設資材価格が高騰しました。そのため公共工事の入札不調

が多く発生し、神河町においても学校耐震工事等で入札が不調となりました。

また、９月２日から４日にかけて集中豪雨があり、特に越知区から福本区にかけて多

くの家屋への浸水、河川、谷川の土砂の流出による被害が発生をしました。これらの復

旧や区要望事業の一部について、翌年度へ持ち越しや繰り越しとなりました。

少子高齢化や人口減少問題、加えてエネルギー対策など不安材料を抱えながらも景気

は回復傾向にあり、国の地方財政への対応は、中期財政フレームにより地方交付税等の

地方一般財源は昨年と同水準が確保されました。

我が町の財政状況でございますが、神崎小学校、幼稚園の建設が昨年度で終了したこ

となどで、普通会計歳出総額は昨年より１３億９，３９７万４，０００円少ない７７億

４３６万６，０００円となりました。歳入歳出差し引き額は１億７，５６６万６，００

０円で、そのうち１，９５２万３，０００円を平成２６年度繰り越し充当財源としまし

たので、実質収支額は１億５，６１４万３，０００円となっています。

歳入における経常一般財源は対前年０．６％減の５４億５６８万８，０００円で、地

方税、地方譲与税、普通交付税が減り、各交付金や臨時財政対策債がふえています。歳

出における経常一般財源は２．３％減の４８億３，７４２万円で、人件費や扶助費、公

債費、繰出金が減っていますが、物件費や維持補修費、補助費がふえています。これら

によりまして、経常経費割合は減って経常収支比率は８９．５％と、１．５ポイント改

善しました。

財政健全化指標であります実質公債費比率ですが、平成２５年度までの３カ年平均比

率は１６．９％で、昨年度より１．１ポイント改善しています。平成１８年度から公債

費負担適正化計画を作成し、計画的な財政運営と繰り上げ償還を積み重ねてきました結

果、当初計画のとおり、平成２６年度において１８％未満を達成することができました。
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このことによりまして、起債の借り入れは従来の国または県の許可制から協議制に変わ

ります。また、将来負担比率も４６．１％と、昨年から３４．１ポイントの改善となっ

ています。特別交付税については、当初見込みよりも２億２，７８０万３，０００円多

い５億２，７８０万３，０００円を受けることができました。これらにより、一般会計

の財政調整基金残高は５億４９万円積み立てて１６億６，９１６万９，０００円となっ

ています。

普通会計の決算数値の前年度比較は２ページのとおりでございます。

次に、普通会計決算の概要について記載をしておりますが、説明を省略しまして、４

ページの中ほどをお願いいたします。一般会計の目的別歳出についての概要を説明いた

します。

議会費では、議会の機能強化を図るため本会議の議事録作成を委託にしましたので、

５１万８，０００円を支出しています。

総務費の一般管理費では、コンピューター使用料に７，８１０万４，０００円、業務

用パソコン１２５台購入に１，５５２万３，０００円、システム更新委託料に３４２万

３，０００円、インターネット回線使用料に２１１万１，０００円、平成２５年度から

実施した管理職昇格試験等の論文⋞作文試験審査委託料に２３万２，０００円を支出し

ています。

財産管理費では、庁舎２階照明の省エネ対策工事に１８８万７，０００円、財政調整

基金積み立てに５億４９万円でございます。

交通対策費でコミュニティバス運行委託料は７，６７７万７，０００円、路線バスコ

ミュニティー料金化事業負担金が４５５万９，０００円、各区から要望をいただいてお

ります交通安全施設整備事業で３０件の８０８万５，０００円でございます。

企画費では水源電気探査委託料が２７３万円、再生可能エネルギー発電所整備計画作

成委託料が２８３万５，０００円、小水力発電概略設計業務委託料が４９７万７，００

０円でございます。

戸籍住民基本台帳費では、災害に対応いたしましてデータを遠隔地でバックアップす

るシステム改修に３１０万３，０００円を支出しています。

選挙費では、７月２１日に同日執行されました衆議院議員通常選挙は７３６万円、兵

庫県知事選挙は３９５万８，０００円で、いずれも適正に執行されました。なお、１１

月１７日執行の神河町長選挙は、無投票でありましたので８０万３，０００円となりま

した。

民生費の社会福祉総務費で国民健康保険事業特別会計繰出金は５，５６６万６，００

０円、介護保険事業特別会計繰出金は１億８，８７７万７，０００円でした。

老人福祉費の地域介護拠点整備費補助金は、南小田小学校跡地に小規模多機能施設等

を誘致するに当たり県補助金を経由して支払うもので３，５４０万円、医療助成費では、

中学３年生までの医療費を無料化にしていましたが、７月からは所得制限も撤廃しまし
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た。その乳幼児医療費扶助費は３，５５５万２，０００円、後期高齢者医療費の療養給

付費負担金は１億２，５０２万８，０００円で、後期高齢者医療事業特別会計繰出金は

４，１３５万４，０００円でございます。

児童福祉費では、人口減少対策として、こどもを健やかに生み育てる支援金に２９０

万円、児童手当に１億７，８３４万円、縁結び事業に１０万９，０００円、子ども⋞子

育て支援ニーズ調査委託料に１３６万５，０００円を支出いたしました。

保育所費の私立保育所運営費委託料は１億８，２２０万７，０００円で、公立保育所

運営費委託料は６０５万６，０００円、延長保育推進事業補助金９７３万８，０００円、

保育士等処遇改善臨時特例事業補助金３９０万円となっています。

衛生費の企業会計補助金では、病院に５億１，５４６万円、水道事業会計に７，２６

５万５，０００円、下水道事業会計に４億２，５６５万５，０００円を補助しました。

予防接種では、平成２４年度まで任意予防接種であったヒブ、小児肺炎球菌、子宮頸

がんのワクチンが定期予防接種となりましたが、子宮頸がんについては国から積極的勧

奨を控えるよう指示があったため、接種率は低下しています。医薬材料費が１，２３６

万５，０００円で、個別接種委託料が１，２２７万２，０００円となっています。

健診事業では、特定基本健診受診者数は横ばいで、委託料は２４５万５，０００円、

肺がん検診は１８０万５，０００円、胃がん検診２０６万２，０００円、子宮がん検診

１３５万１，０００円。（発言する者あり）２００……。

○議長（安部 重助君） いや、それで合うてます。こっちが間違うとんかな、これ原文

が間違うてますね。（「今の町長の発言で合ってます」と呼ぶ者あり）

○町長（山名 宗悟君） 合っとんやね。（「はい」と呼ぶ者あり）

じゃ、もう一度……。

○議長（安部 重助君） ここでちょっと原文の訂正をさせていただきたいと思います。

子宮がん検診、これ２４１万３，０００円になっておりますけれども、１３５万１，

０００円に訂正をお願いしたいと思います。

それでよろしいですね、会計管理者。（「というか、財政特命参事」と呼ぶ者あり）

財政特命参事。（発言する者あり）

○町長（山名 宗悟君） どっちが。（「２４１万３，０００円」と呼ぶ者あり）何が。

○議長（安部 重助君） 子宮がん検診。

○町長（山名 宗悟君） 乳がん検診は。（「も同じ数字になってる」と呼ぶ者あり）そ

ないいうて言うとんですけど、特命参事が違うて言うとんで。

○議長（安部 重助君） 暫時休憩いたします。

午前９時１６分休憩

午前９時１７分再開

○議長（安部 重助君） 再開いたします。
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○町長（山名 宗悟君） それでは、私のほうから、少し説明資料の訂正について説明を

させていただきます。

検診事業についてでありますが、先ほど子宮がん検診、説明資料では２４１万３，０

００円となっておりますが、訂正していただきまして１３５万１，０００円でございま

す。そして乳がん検診が２４１万３，０００円ということでお願いいたします。

○議長（安部 重助君） 今、訂正がございました。

皆さん、わかりましたか。（「はい」と呼ぶ者あり）

了解しました。

それでは、続けてください。

○町長（山名 宗悟君） 次に、ごみ処理費では、生ごみゼロ作戦に向けてコンポストの

モニターによる調査を行い、２月の消費生活セミナーで発表いただきましたが、その購

入費６４万６，０００円を補助しました。

中播北部行政事務組合クリーンセンターの負担金は３億４，９３０万６，０００円、

火葬場分は１，８３２万４，０００円、中播衛生施設事務組合負担金は４，９６０万３，

０００円でございます。

農林水産業費の農業費では、中播農業共済事務組合負担金１，０４１万９，０００円、

中山間地域等直接支払い交付金事業１，４４１万２，０００円、神河町地域農業再生協

議会補助金４３４万９，０００円、神河町フードセンターの空調設備と容器洗浄乾燥機

の改修工事に１，６２５万４，０００円を支出しています。また、区要望を受けての町

単独土地改良事業補助金は１７件の７１４万６，０００円でございます。

カドミウム対策として湛水栽培を実施していただき、３３カ所の立毛調査とＪＡによ

る９４袋の出荷米調査をしましたが、基準である０．４ｐｐｍを超える玄米は生産され

ていませんでした。２年目となる長香穀による土壌浄化事業やカドミ低吸収水稲のコシ

ヒカリ環１号の種子増殖にも取り組みました。植物浄化技術導入⋞普及推進委託料は２

０９万１，０００円です。

有害鳥獣対策事業では、防護柵の設置については国の補助を受け、５集落から要望の

あった金網柵１，３４３メートルについて全ての整備を実施しました。また、鹿捕獲実

施隊編成支援事業委託料８２８万円、鹿緊急捕獲拡大事業負担金１１５万６，０００円

等により、鹿を８２７頭、猿を１６頭捕獲しました。

地籍調査事業は順調に推移をしており、平地部の再調査は南小田、上小田地区、長谷

地区等を、山林調査は作畑地区を実施しました。

林業費では、千ケ峰⋞三国岳線工事費負担金に１，５００万円、環境対策育林事業補

助金８７７万９，０００円、緊急防災林整備事業補助金１７２万１，０００円、針広混

交林整備事業補助金２，２４２万８，０００円を支出しています。林道水谷線舗装新設

工事に２，７３８万５，０００円、林道補修事業に３８７万５，０００円を支出してい

ます。
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商工費では、商工会補助金が２，０６０万円、ハートフル商品券等の商業振興事業補

助金が３００万円、観光振興費では、観光施設修繕料９９８万６，０００円、農村環境

改善センター指定管理料３５０万円、グリーンエコー笠形体育施設指定管理料７００万

円、観光施設等案内看板設置委託料１１６万６，０００円、ゆるキャラブランド化事業

委託料１３８万９，０００円、夏まつり事業委託料３００万円、地域の夢推進事業での

福本藩陣屋跡庭園改修委託料に４００万円等を支出しています。また、越知谷名水街道

遊歩道整備工事に４９８万８，０００円、グリーンエコー笠形体育館⋞プール改修工事

に１，９３０万１，０００円、ヨーデルの森レストラン⋞事務所空調工事に１，４０４

万７，０００円、グリーンエコー笠形温水ボイラー改修工事に３９３万８，０００円、

グリーンエコー笠形親水公園整備工事に１，８８０万円を支出しています。大河内高原

整備費では、砥峰高原駐車場整備工事が１１０万３，０００円でございます。

町内観光施設の入り込み客数は６６万７，６５９人で、悪天候やグリーンエコー笠形

の災害の影響を受け、前年度比較で５．６％減りました。

土木費でございますが、道路橋梁維持費では、電源立地地域交付金事業の清水昭和橋

線維持修繕工事に２４１万５，０００円、しんこう大橋の道路側高欄取りかえ工事、市

川左岸線舗装修繕工事等２０件の道路橋梁補修工事費が４，９８１万３，０００円、繰

り越し事業の防災⋞安全交付金事業は、粟賀⋞柏尾⋞貝野線舗装工事と東山３号線舗装

修繕工事で５，５２９万７，０００円でございます。

道路橋梁新設改良費では、橋梁長寿命化改修計画策定業務委託料２８４万６，０００

円、神崎⋞市川線で７７７万６，０００円、同じく繰り越し分で２９７万７，０００円、

町道粟賀⋞柏尾⋞貝野線舗装工事、野村沢線舗装修繕工事等で６，４８２万３，０００

円でございます。

河川費では、竹ノ内川しゅんせつ工事１１９万４，０００円、越知川河川敷立木竹伐

採業務委託料に８０万円でございます。

住宅建設費では、クラインガルテンカクレ畑水道設備工事費に１，１６９万５，００

０円を支出しています。

消防費の常備消防費は姫路市消防局消防事務委託料等で、救急無線のデジタル化更新

もあり１億７，１４６万８，０００円を支出しています。

非常備消防費は総額４，４９２万円でございます。消防施設費では寺前分団車庫新築

工事と猪篠分団警鐘台新設工事で８４５万円、大山、東柏尾、福本の防火水槽設置工事

に１，５５８万円、大河分団のポンプ自動車購入は１，６８０万円です。なお、鍛治分

団の軽四積載車は国から無償貸与を受けました。

災害対策費では、地域防災計画書と洪水ハザードマップ作成に２９１万９，０００円

を支出しています。

教育費でございますが、平成２５年３月の国の補正によりまして、中学校の多目的ホ

ール、体育館、寺前小学校体育館、長谷小学校体育館の天井構築物の耐震化と越知谷幼
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稚園の耐震化建設工事の採択を受け、全額２５年度に繰り越ししましたが、中学校の多

目的ホール６６６万８，０００円以外は入札が不調となりましたので不用額とし、平成

２６年度で再度予算化しています。

社会教育総務費では、地域の夢推進事業で神崎公民館に文化財展示パネル等の作成に

４００万円、文化遺産を生かした観光振興⋞地域活性化事業活動支援金に７８０万円支

出しています。

学校給食費では、洗浄室陸屋根等補修工事と空調設備工事で３４８万６，０００円支

出しています。

公債費の元金は１０億１４３万７，０００円で、利子は１億４，３０５万６，０００

円で、うち一時借入金利子は２７万７，０００円でございます。

災害復旧費でございますが、平成２５年９月発生の集中豪雨災害で農業用施設災害復

旧費では、ヤナセ農地ほかの農地災害復旧工事３０４万２，０００円、西垣内用水路等

の農業施設災害復旧工事６２２万１，０００円、根宇野農地等の町単独土地改良災害復

旧補助金は３６件で３８２万５，０００円でございます。

林業施設災害復旧費の補助金では、根宇野作業道石枕線など７件で１４９万７，００

０円でございます。

公共土木施設災害復旧費では、高坂川土砂撤去工事で８６万７，０００円、単独分で

中茶屋川復旧工事等１５件の１，５２３万３，０００円でございます。

その他公共施設では、グリーンエコー笠形の杉の湯荘、上水道取水施設、遊歩道、野

球場等の復旧工事で１，５７９万１，０００円でございます。

以上、平成２５年度決算の概要を説明申し上げましたが、詳細につきましては会計管

理者から説明いたします。よろしく御審議をお願いいたします。

○議長（安部 重助君） ここでさらに深く詳細説明を求めます。

会計管理者。

○会計管理者兼会計課長（谷口 勝則君） 会計課の谷口でございます。それでは、第７

５号議案の内容につきまして、決算書により御説明をさせていただきます。

最初に、決算書の１ページをお願いいたします。１ページから４ページにかけまして

は、歳入の決算額の款項ごとの一覧表でございます。その歳入合計が３ページと４ペー

ジの下の欄に記載してありますので、ごらんいただきたいと存じます。

歳入につきましては、平成２５年度の当初予算額は７３億４１０万円で、その後の補

正により６億３，９２９万１，０００円の増額と、平成２４年度からの繰り越し財源が

１億８，７６９万１，０００円あり、最終の予算現額は８１億３，１０８万２，０００

円となりました。これに対しまして歳入の決算額は、調定額が７９億２７４万３，８５

０円、収入済み額が７７億６，７４８万６，０２３円で、予算額に対する歳入の執行率

は９５．５％となっております。不納欠損額は１，０１６万９，２６９円で、歳入未済

額が１億２，５０８万８，５５８円となりました。

－８１－



次に、決算書の５ページをお願いいたします。５ページから８ページにかけましては、

歳出の決算額の一覧表でございます。その歳出合計欄が７ページと８ページの下の欄に

記載してありますので、ごらんいただきたいと存じます。

歳出の決算額は、支出済み額７６億４４８万１８１円で、予算額に対する歳出の執行

率は９３．５％となっています。翌年度繰越額が２億３，５２０万３，０００円で不用

額は２億９，１３９万８，８１９円でございまして、歳入歳出差し引き残額は１億６，

３００万５，８４２円となりました。

次に、歳入関係の説明をさせていただきます。９ページをお願いいたします。９ペー

ジ、１０ページの歳入歳出事項別明細書により説明をさせていただきます。

歳入の１款町税は、収入済み額２０億２，７２０万４，５１２円で歳入総額の２６．

１％を占めておりまして、不納欠損額は２８９万１６８円、収入未済額は７，５４２万

８，３５３円で、徴収率は９６．３％の状況でございます。

１項町民税は、収入済み額は５億２，５０４万６，５６３円で不納欠損額は６５万９，

４３４円、収入未済額は２，６７３万７，６０５円で、徴収率は９５．０％でございま

す。うち個人町民税は徴収率９４．６％、法人町民税は徴収率９８．９％でございます。

次、２項固定資産税は、収入済み額は１４億３９７万３，６７３円で歳入総額の１８．

１％でございます。不納欠損額は２０７万４，８３４円、収入未済額は４，６５５万９，

４８８円で、徴収率は９６．７％でございます。１目の固定資産税では、徴収率は９６．

６％でございます。２目の国有資産等所在市町村交付金及び納付金では、新野県営住宅

や生野ダムなどの関連の土地建物でございます。

次、３項軽自動車税は、収入済み額は３，１９５万３，９４０円で不納欠損額は１５

万５，９００円、収入未済額は２１３万１，２６０円で徴収率は９３．３％でございま

す。

４項町たばこ税は、２社から６，５７９万１，７３６円の収入済み額となっています。

また、５項鉱産税は、４３万８，６００円の収入済み額となっています。

続きまして、２款地方譲与税は、収入済み額６，７２７万円で歳入総額の０．９％で

ございます。内訳につきましては、次の１１ページ、１２ページのとおり、１目地方揮

発油譲与税が２，０５５万２，０００円、２項自動車重量譲与税が４，６７１万８，０

００円でございます。

３款利子割交付金の収入済み額は３７１万４，０００円で、４款配当割交付金は７１

８万５，０００円でございます。

５款株式等譲渡所得割交付金は１，１４４万５，０００円で、６款ゴルフ場利用税交

付金は１，５７２万１，７２０円の収入済み額でございます。

次に、１３ページ、１４ページをお願いいたします。７款地方消費税交付金の収入済

み額は９，８７４万円でございます。

８款自動車取得税交付金は２，６０４万円でございます。
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９款地方特例交付金は、１項減収補填特例交付金で住宅借入金等特別税額控除減収補

填分として４８３万８，０００円の収入済み額となっています。

次に、１０款の地方交付税でございますが、収入済み額は３２億３，８０４万５，０

００円で、歳入総額の４１．７％を占めています。内訳は普通交付税が２７億１，０２

４万２，０００円、それと特別交付税が５億２，７８０万３，０００円でございます。

次、１１款交通安全対策特別交付金は２７０万１，０００円でございます。

次に、１５ページ、１６ページをお願いいたします。１２款分担金及び負担金は、収

入済み額は８，３３８万８，７１２円で収入総額の１．１％となっています。

１項分担金の収入済み額は４７９万９，５１５円でございまして、１目の総務費分担

金はケーブルテレビの加入金２２０万円でございます。２目の農林業費分担金は、大河

原区内と大山区内における町単独林道補修事業に係る地元受益者分担金で１７２万４，

１００円でございます。３目の土木費分担金は、越知区内、上岩区内と加納区内におけ

る町道改良工事に伴います地元受益者分担金で４３万２，４６８円でございます。４目

災害復旧費分担金は、岩屋区内における農地災害並びに農業施設災害復旧事業に伴いま

す地元受益者分担金で４４万２，９４７円でございます。

２項負担金は収入済み額７，８５８万９，１９７円で、１目総務費負担金は職員１名

を東日本大震災に伴い被災地へ復旧、復興のために派遣をしていたもので、派遣先の宮

城県山元町からの派遣職員人件費負担金で９１１万３，３４５円でございます。２目民

生費負担金は、寺前保育所、また神崎保育所並びに町外での保育に係る運営負担金で、

保育料で４，５６１万４，０００円でございます。

次に、１７ページ、１８ページをごらんいただきたいと思います。３目衛生費負担金

の収入済み額は９９０万７，８０７円で、中播北部行政事務組合からの職員１名分の給

与費の負担金９７４万５，２６７円が主なものでございます。４目農林水産業負担金は、

中播農業共済事務組合からの職員１名分の給与費の負担金６４２万２，６８８円でござ

います。５目土木費負担金は、県土木事務所への職員出向に伴います１名の人件費の負

担金で７５３万１，３５７円でございます。

次に、１３款でございますが、使用料及び手数料の収入済み額は２億３，３２２万８，

４３５円で、収入総額の３．０％でございます。不納欠損額は１７万４，３００円で、

収入未済額は２２３万１，０９５円でございます。

１項使用料の収入済み額は２億２，４９２万３，６３５円で、１目総務使用料は過年

度分も含めてケーブルテレビ利用料１億３，２１５万５，２５０円が主なものでござい

ます。収入未済額は１８１万９，７００円でございまして、ケーブルテレビの利用料分

でございます。２目衛生使用料は、過年度分も含めての合併処理浄化槽の保守管理受託

分２，８０５万３，６７５円で、収入未済額は１１万５，５１５円でございます。３目

土木使用料では、１節住宅使用料は町営住宅の柏尾、福本、比延の３団地で、過年度分

も含めて収入済み額は１，４６９万８，６００円で、収入未済額は２６万４，３８０円
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となっております。２節の道路使用料は、道路占用料として収入済み額９０７万８，６

１５円、３節町営駐車場使用料は、寺前、駅前付近２カ所で収入済み額４７２万８，６

０５円となっております。

次に、１９ページ、２０ページをお願いいたします。４目教育費使用料は、１節幼稚

園使用料として幼稚園の通常の保育料と預かり保育の保育料で９５１万６，２００円、

２節社会教育施設使用料は、主な収入済み額として地域交流センター使用料が４４５万

８，４００円、学童保育クラブ使用料が５１９万１，５００円、３節体育施設使用料で

は、主な収入済み額は町民温水プール使用料が１，３８９万８，３００円というふうな

状況でございます。

次に、２項手数料の収入済み額は８３０万４，８００円で、１目総務手数料の１節総

務管理手数料では、過年度分も含めケーブルテレビ端末機の設置手数料が主なものでご

ざいまして、３万１，５００円の収入未済額はケーブルテレビの端末機の設置手数料分

でございます。２節の徴税手数料は税務関係の証明手数料等でございまして、３節の戸

籍住民基本台帳手数料は、住民生活課関係の戸籍、住民票、印鑑証明等の証明手数料で

ございます。２目の衛生手数料は、し尿くみ取り手数料、それから畜犬登録と狂犬病予

防注射済み票の交付関係に伴います手数料が主なものでございます。３目の土木費手数

料は、２１ページから２２ページにかけてでございますが、屋外広告物の許可手数料が

主なものでございます。

次、１４款国庫支出金でございます。収入済み額は３億８，８４９万７１５円で、収

入総額の５．０％の状況でございます。

１項国庫負担金は２億９，２４０万７，６３７円で、１目民生費国庫負担金では、１

節の保育所運営費負担金は、過年度分の実績に基づく追加交付分も含めて私立保育所運

営に係ります国庫負担金６，５８０万８，５７６円でございます。２節保険基盤安定負

担金は国保税軽減の財源負担と、それから国民健康保険の基盤安定のための保険者支援

分として国庫負担金３０１万２，０３３円でございます。３節の心身障害者福祉費負担

金は、障害者自立支援法に基づく身体障害者の更生医療、育成医療、自立支援給付費や

補装具の給付に係る国庫負担金９，７５４万２，１６７円でございます。４節の児童手

当交付金につきましては、中学生終了までの児童への児童手当に対する１億２，５４４

万２，５０８円の国庫負担金の交付がございました。２目衛生費国庫負担金は、未熟児

の養育医療に係る国庫負担金２万４，３５４円でございます。３目災害復旧費国庫負担

金は、２５年災害の公共土木施設災害のうち高坂川ほか現年度対応の国庫負担金５７万

８，０００円でございます。

次に、２項国庫補助金は収入済み額９，３４８万４，３００円で、１目民生費国庫補

助金は、地域生活支援事業補助金１７１万９，０００円と障害者自立支援給付費等補助

金で障害の程度の区分認定等に伴います事務費１８万５，０００円でございます。

次に、２目衛生費国庫補助金ですが、２３ページ、２４ページをお願いいたします。
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１節保健衛生費補助金は、子宮がん、乳がん、大腸がん検診の節目検診として無料クー

ポンを実施した事業に対する感染症予防事業等国庫補助金７２万８，０００円でござい

ます。２節下水道事業補助金は、循環型社会形成推進交付金４１万６，０００円でござ

います。

３目土木費国庫補助金は４，７３８万６，３００円で、１節道路橋梁費補助金では収

入済み額が４，６０５万６，３００円で、内訳は２４年度からの繰越明許費として町道

神崎⋞市川線の測量、道路改良工事に係る道路整備事業交付金が１４８万８，２７５円、

それから町道粟賀⋞柏尾⋞貝野線、東山３号線などの舗装工事に係る防災⋞安全交付金

が３，１００万３，０００円で、現年度分として、１５メートル以上の橋梁６７橋の橋

梁長寿命化のための社会資本整備総合交付金が１５６万５，０２５円、それから市川左

岸線舗装工事に係る地域の元気臨時交付金が１，２００万円でございます。２節の住宅

費補助金では、猪篠区内の交流施設、地域交流施設としての活用１件の空き家再生利活

用に係る社会資本整備総合交付金１３０万円が主な収入済み額となっております。

４目消防費国庫補助金は、大山区、東柏尾区、福本区における防火水槽３基の消防防

災施設整備費補助金が６４９万９，０００円、また、先ほどの防火水槽３基と大川区の

ポンプ自動車購入に伴います地域の元気臨時交付金が２，１２６万６，０００円の収入

済み額でございます。

５目教育費国庫補助金の収入済み額は２６３万８，０００円で、１節小学校費補助金

並びに２節中学校費補助金におきましては、特別支援学級に在籍している児童⋞生徒の

中で生活に困窮している世帯の児童⋞生徒や、それから生活保護や準要保護世帯に認定

してある世帯の児童の学用品費等の支給に対する補助金でございます。また、２節の中

学校費補助金の学校施設環境改善交付金２５１万５，０００円の収入済み額は２４年度

からの繰越明許費で、中学校校舎多目的ホールの天井と体育館の天井の耐震補強工事の

実施設計書に対する補助金でございます。３節幼稚園費補助金は、幼稚園への就園を推

進する活動に対する補助金として２万２，０００円の収入済み額でございます。

６目総務費国庫補助金は１，２６７万７，０００円の収入済み額で、２４年度からの

繰越明許費で、越知川名水街道による地域活性化を図るためのイベントマップ、看板づ

くり、自転車購入等として過疎地域等自立活性化推進交付金が７７０万円で、越知谷小

水力発電等の概略設計、それから新野区内の水車発電設備への補助に対する小水力等農

村地域支援利活用促進事業補助金が４９７万７，０００円でございます。

３項国庫委託金の収入済み額は２５９万８，７７８円で、１目総務費国庫委託金は、

次の２５ページ、２６ページをごらんいただきたいと思います。中長期在留者居住地届

け出等の事務委託金が１４万９，０００円などでございます。２目の民生費国庫委託金

は、国民年金事務委託金２３９万３，３３４円が主なものでございます。

次に、１５款県支出金は、収入済み額５億１３４万８４１円で収入総額の６．５％で

ございます。１項県負担金は１億６，１５４万５，５９５円で、１目総務費県負担金は
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移譲事務市町交付金で３５０万１，２３０円、２目民生費県負担金では、１節の保育所

運営費負担金で過年度実績に基づく追加交付も含めて私立保育所運営負担金３，２９０

万４，２８７円でございます。２節の保険基盤安定負担金は、国民健康保険税軽減の財

源負担と国民健康保険の基盤安定のための保険者支援分として２，２９７万３，９５２

円でございます。３節の心身障害者福祉費負担金は、障害者自立支援法に基づく身体障

害者の更生医療、育成医療、自立支援給付費や補装具の給付に係る県負担金４，８６８

万４，７８１円でございます。４節の軽減保険料負担金は、後期高齢者医療保険基盤安

定負担金で２，５５１万５，０８７円、５節の児童手当交付金は、児童手当に対する県

負担金として２，７８８万７，４９９円でございます。

次に、２７ページ、２８ページをお願いいたします。２項県補助金は２億９，９０４

万１，９４０円で、１目総務費県補助金は、バス対策補助金が４７７万円、コミュニテ

ィバス運営補助金が７２８万１，０００円、電源立地地域対策交付金事業補助金が２，

２６３万２，０００円で、これはカクレ畑の水道施設、消防寺前分団の器具庫、それか

ら町道清水昭和橋線の改良工事でございます。

２目民生費県補助金の１節社会福祉費補助金では、民生児童委員の活動費用に対する

補助や人権啓発活動に対する補助など、社会福祉関係事業に対する補助金４，１９５万

５，５８６円でございます。２節老人福祉費補助金は老人クラブの活動に対する補助金

が２８９万１，０００円、また、地域介護拠点整備費補助金３，５４０万円は、旧南小

田小学校跡に福祉関係の施設がこの４月よりスタートしましたが、その中の旧幼稚園舎

を小規模多機能施設として転用、改造のための補助金で、小規模多機能分が３，０００

万、宿泊９室分が５４０万円でございます。３節の医療助成費補助金は福祉医療のそれ

ぞれの医療に対する補助金でございまして、次の２９ページ、３０ページにまたがって

おります。

２９ページ、３０ページをごらんいただきたいと思います。次に、４節児童福祉費補

助金は、延長保育に対する保育対策促進事業補助金が６４９万２，０００円、子育て学

習センター運営に係る子育て支援交付金が４４５万７，０００円、保育所における保育

士等処遇改善臨時特例交付金が４２８万６，０００円、また、児童虐待防止の緊急対策

などが主なものでございます。

３目衛生費県補助金は、健康増進事業や自殺対策の強化のための補助金などでござい

ます。

４目農林漁業費県補助金は、１節の農業費補助金では、中山間地域直接支払い交付金

が１，０８０万８，７５９円、地籍調査事業補助金が２，８９５万、鹿捕獲実施隊編成

支援事業県補助金など鳥獣害対策関係補助金として５件で６００万円、農用地土壌植物

浄化推進事業補助金が１０９万円、それから農業者戸別所得補償の制度推進事業と経営

安定推進のための補助金、合計で８０４万９，０００円でございます。また、新規就農

総合支援事業補助金が１５０万円、地産地消学校給食推進事業補助金が１５万円などで
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ございます。

次に、３１ページ、３２ページをお願いいたします。２節の林業費補助金では、森林

整備地域活動支援交付金が２４１万５，０００円、緊急防災林整備事業補助金が１７７

万２，３６２円、針葉樹林と広葉樹林の混交林整備事業補助金が２，３１０万円、住民

参加型森林整備事業補助金が２５０万円、また、林道改良事業関係では水谷線の２４年

度からの繰越明許費も含めて１，３６９万８，０００円の補助金でございます。

５目商工費県補助金は、峰山新宿泊施設の起債償還補助金として４，７６１万６，０

００円、観光協会への委託により施設間連携やイベント実施のために１名雇用しました

重点分野雇用創出事業補助金が２６０万円、また、旧福本藩の池田家陣屋跡庭園の復元

を行いました地域の夢推進事業補助金が２００万円、そして地域資源活用のためヨーデ

ルの森に３名雇用しました企業支援型雇用創造事業補助金が２６６万７，０００円でご

ざいます。

６目土木費県補助金は、雨量計１基と水位計３基の通信システムを更新しました地域

の夢推進事業補助金が４９９万２，０００円が主なものでございます。

７目教育費県補助金は、１節の小学校費補助金では、自然学校や環境体験学習などの

小学校体験活動事業補助金として１２３万８，０００円、また、スクールガードリーダ

ーの地域ぐるみの学校安全体制整備推進事業補助金として１３万１，０００円、次に、

２節の中学校費補助金では、トライやる⋞ウイーク事業補助金が６０万円、そして３節

の社会教育費補助金では、県教委からの放課後子ども教室事業と知事部局児童課からの

学童保育クラブ事業の実施によるひょうご放課後子どもプラン推進事業補助金が３７８

万５，０００円、それから文化財関係で、福本遺跡等の遺物を収納し常設展示什器を神

崎公民館に整備した地域の夢推進事業補助金が２００万円などでございます。８節の災

害復旧費県補助金は、岩屋のヤナセなどの農地の災害復旧費や、同じく岩屋のヤナセや

高坂地区などの排水路などの農業施設の災害復旧など、農業施設災害復旧費補助金が５

９８万３，０９７円でございます。

３項県委託金は、収入済み額は４，０７５万３，３０６円でございます。次に、３３

ページ、３４ページをお願いいたします。１目総務費県委託金は、１節徴税費委託金は

県民税の徴収事務委託金として１，８０７万４４５円でございます。２節の選挙費委託

金は、参議院議員選挙並びに県知事選挙の委託金１，４３１万７，５５５円でございま

す。３節統計調査費委託金は各種統計調査の実施に伴います委託金で、合計１１件で６

１万４，５１１円でございます。２目民生費県委託金は、連合事務に係る市町委託金が

１万円でございます。３目衛生費県委託金は猫引き取り事務委託金でございます。４目

農林水産業費県委託金は歳入はございません。５目商工費県委託金は、砥峰高原自然交

流館の管理運営委託金７１７万９，０００円でございます。６目土木費県委託金の１節

土木管理費委託金は、河川のクリーン作戦事業の委託金４０万円が主なものでございま

す。２節の道路橋梁費委託金は、県道等の用地取得事務委託金が１５５万１，２９５円、
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また、チェーン着脱場の維持管理委託金が１２３万円でございます。７節教育費県委託

金は、地域交流センターで夏休みに実施いたしました水辺の自然環境学習実施委託金３

５万円でございます。

次に、３５ページ、３６ページをお願いいたします。１６款財産収入では、収入済み

額１，０５０万７，８３９円で収入総額の０．１％でございます。

１項財産運用収入は８６４万１，５５６円で、１目利子及び配当金は各基金から生じ

ました運用利子で合計１８８万９，０８２円でございます。２目財産貸し付け収入は、

歯科診療所のテナント等貸付料が１５９万７，２００円、駐車場用地貸し付け収入が１

２８万７，６００円、携帯電話基地局用地貸し付け収入が９６万８，８０８円など、合

計６７５万２，４７４円でございます。

２項の財産売り払い収入は１８６万６，２８３円で、内容は、１節の土地売り払い収

入では町有地と里道、水路の法定外公共物計６件の町有地売り払い収入と県道拡幅工事

に伴いますケーブルの移設補償費でございます。

次に、１７款寄附金でございますけども、収入済み額は１５１万６，９９３円で収入

総額の０．０２％でございます。１目一般寄附金は、エーコープ近畿さんとマックスバ

リュ西日本さんによる有料レジ袋の販売収益金の寄附でございます。２目の指定寄附金

は、神河ふるさとづくり応援寄附金、ふるさと納税の寄附金２１件分でございます。

次に、３７ページ、３８ページ……。

○議長（安部 重助君） 会計管理者、すんませんが、説明の途中ですが、ここで暫時休

憩をいたしますのでお願いします。再開を１３時ちょうどといたします。

午前１０時０５分休憩

午後 １時００分再開

○議長（安部 重助君） 再開いたします。

町長が若干おくれるということを聞いておりますので、御了承願います。

午前中に引き続きまして、第７９号議案の説明を会計管理者のほうからしていただき

ますようお願いします。

会計管理者。

○会計管理者兼会計課長（谷口 勝則君） 会計課、谷口でございます。それでは、午前

中に引き続きまして、一般会計の決算の詳細の説明をさせていただきます。

３７ページをお願いいたします。３７ページ、３８ページをごらんいただきたいと思

います。１８款繰入金からでございます。１８款繰入金は、収入済み額３，３４３万６，

７３６円で収入総額の０．４％でございます。

１項他会計繰入金は１，６５４万５，０７５円で、内容は、１目介護療育支援事業特

別会計繰入金は建設償還金分の負担金でございます。２目国民健康保険事業特別会計繰

入金は特定保健指導事業に係る分でございます。３目介護保険事業特別会計繰入金は、
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郡認定審査会に係る給与費、光熱水費、通話料関係でございます。４目土地開発事業特

別会計繰入金は、なしでございます。５目地域振興基金特別会計繰入金は、１節寺前地

区振興基金特別会計繰入金は寺前漁業組合への補助金でございます。２節長谷地区振興

基金特別会計繰入金は長谷漁業組合への補助金分でございます。

次に、２項基金繰入金でございます。収入済み額は１，６８９万１，６６１円でござ

います。次、３９ページ、４０ページをごらんいただきたいと思います。１目公共施設

維持管理基金繰入金から８目福祉基金繰入金まで、各基金の目的により取り崩しを行っ

ています。

次に、１９款繰越金は収入済み額１億８，８９３万９，４６３円で、平成２４年度か

らの繰り入れ財源充当額１，５４８万４，０００円を含んでの繰越金で、歳入総額の２．

４％でございます。

次に、２０款諸収入は、収入済み額１億８，３１６万９，０５７円で歳入総額の２．

４％でございます。１項町預金利子は３９万１，６９３円、次のページ、４１ページ、

４２ページをお願いします。２項延滞金加算金及び過料は９６万５，５３１円で、徴税

の延滞金でございます。３項貸付金元利収入は１４５万３，８４０円で、住宅の改修、

新築等に係る資金の貸し付け事業でございます。不納欠損額は、２節過年度分におきま

して６８４万４６６円、また、収入未済額は、１節現年度分におきましては１４５万３，

７７６円、２節過年度分におきましては４，４１２万７，３７２円でございます。４項

受託事業収入は５０万１３６円で、県道などの草刈り、草処分に係る県土木事務所から

の環境整備受託事業収入でございます。５項雑入は１億７，９８５万７，８５７円で、

１目診療収入は、上小田、川上各診療所の診療報酬３９３万９，５０７円で国保連合会

からの収入でございます。２目雑入は１億７，５９１万８，３５０円で、主なものは１

節新市町村振興交付金では宝くじの市町交付金が１，２６０万６，２２６円、３節集団

健診実費徴収金が２９３万５，０００円でございます。

次に、４３ページ、４４ページをお願いいたします。４節環境対策育林事業受入金は、

公益財団法人兵庫みどり公社からの森林管理１００％作戦の推進事業受入金で２１２万

１，０３７円でございます。５節消防団員退職報償金等受入金は、消防団員５３名の退

団に係る退職報償金１，６１９万１，０００円が主なものでございます。６節一般公演

鑑賞料は、中央公民館におきます１２月８日のかみかわ寄席、また、２月２２日の映画

会の入場料収入でございます。７節給食事業収入は原材料の主食、副食に係る給食費で、

収入済み額は５，４９７万５，８５４円でございまして、不納欠損額は２６万４，３３

５円、また、収入未済額は１７７万４，５６２円でございます。８節起債償還受入金は、

神崎フードからの炊飯設備更新に係る償還負担金が３７７万８，７９３円でございます。

１０節の雑入でございますけども、１００万円以上の主なものにつきまして御説明を

させていただきます。上からまず８行目、かみかわ田舎暮らし推進協会からの田舎暮ら

し推進協力金が１３０万円、その下、５行目ですけども、そこから下５行目、県後期高
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齢者医療広域連合からの各期別の調整金、福祉医療高額療養費給付調整金が２５０万４，

４８６円でございます。その行から下へ６行目、かみかわ田舎暮らし推進協会からのか

みかわ田舎暮らし推進協会支援金返還金が２１３万６，０００円、そして下から７行目

でございますけども、県後期高齢者医療広域連合から後期高齢者医療広域連合健診補助

金が１４４万９，０００円、下から２行目でございますけども、伊藤園、ジャパンビバ

レッジからの自販機の取扱手数料が１００万５，５０６円でございます。

次、４５ページ、４６ページをお願いいたします。上から３行目、地域交流センター

における長期留学生の生活指導費並びに短期山村留学の参加費など１，２２６万４，７

００円でございます。その下、依頼者からのケーブルテレビ引き込み工事負担金が１２

６万１，３５０円、その下、７行目でございますけども、一般財団法人全国自治協会兵

庫県災害共済支部より、農村環境改善センターのフロアの災害共済金など計５件で２７

６万８，１１５円でございます。その下、そこから７行下ですけれども、文化庁からの

補助で実行委員会方式により実施しました事業で、神河町文化財活性化委員会より、文

化遺産を生かした観光振興、地域活性化事業の返済金７０３万６，９３１円でございま

す。下から１４行目でございますけども、後期高齢者医療広域連合より、平成２４年度

の療養給付費負担金の精算金１，９８６万７，６４０円でございます。その下、大阪湾

広域臨海環境整備センター建設負担金の還付金が４３０万１，０００円でございます。

その下、公益財団法人兵庫県市町村振興協会より、緊急助成事業交付金が２８９万３，

７１８円でございます。その下でございますけども、公益財団法人Ｂ＆Ｇ財団からグリ

ーンエコー笠形のプールの修繕助成金が５４０万円でございます。

次のページ、４７ページ、４８ページをお願いいたします。上から５行目でございま

すけども、県鳥獣被害防止対策推進協議会より、鹿捕獲実施隊編成支援事業補助金が２

７４万４，０００円などでございます。以上が主なものでございます。

次に、２１款町債でございますけども、町債は、収入済み額６億４，０５６万３，０

００円で歳入総額の８．２％でございます。

１目の臨時財政対策債は、地方税収等の減収に係るものでございます。

２目の農林業債は、広域基幹林道千ケ峰⋞三国岳線開設事業債の１，３５０万円でご

ざいます。林道整備事業債は、繰越明許費も含め水谷線の工事分１，３４０万円でござ

います。

３目土木債は、１節の道路橋梁債では、広域道路ネットワーク事業で実施しました町

道改良事業の道路整備事業債５，４００万円、町道神崎⋞市川線改良工事の繰越明許分

の道路整備事業債１３０万円、それから、しんこう大橋の高欄改修工事の橋梁整備事業

債１，１９０万、それと町道粟賀⋞柏尾⋞貝野線の舗装工事の繰越明許分で、防災⋞安

全対策事業債で２，５３０万円でございます。２節河川債は、土砂災害システム更新の

ための河川整備事業債１９０万円でございます。

４目消防債は、大川区のポンプ車購入、また福本区、東柏尾区、大山区における防火
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水槽設置３件に係る消防施設整備事業債で３４０万円でございます。それと、消防救急

デジタル無線設備に係る事業債としまして３，７９０万円でございます。

次に、５目教育債は、寺前小学校大規模改修に伴います実施設計費の小学校施設整備

事業債９９０万円、それから中学校校舎多目的ホール天井の耐震補強工事に係る繰越明

許費で中学校施設整備事業債４４０万円でございます。

次に、６目災害復旧事業債でございますが、４９ページ、５０ページをお願いいたし

ます。１節の農林水産施設災害復旧事業債は岩屋区のヤナセ水路等の農業用施設災害復

旧事業債２０万円、２節の公共土木施設災害復旧事業債は岩屋区の高坂川などの公共土

木施設災害復旧事業債１，６００万円、それから３節のその他公共施設⋞公用施設災害

復旧事業債はグリーンエコーの災害復旧関係で、杉の湯荘と農村環境改善センターの復

旧分の観光施設災害復旧事業債１，３３０万円でございます。

次に、７目商工債は、グリーンエコー笠形の親水公園整備に係る観光施設整備事業債

が１，７８０万円でございます。

起債の現在高の状況につきましては説明資料の５１ページに掲載をしておりますので、

またごらんいただきたいと思います。

以上で歳入につきましての説明を終わらせていただきます。

次に、歳出関係の説明をさせていただきます。５１ページをお願いいたします。５１

ページ、５２ページでございますけども、説明につきましては先ほどの町長の提案説明

で概要説明がございましたので、私のほうからは、できるだけ重複しないように詳細説

明をさせていただきたいと思います。どうぞよろしくお願いいたします。

まず１款議会費は、歳出済み額９，６２２万８，８２８円で歳出総額の１．３％でご

ざいます。説明資料は１６ページでございます。１項１目議会費は、議員報酬、事務局

職員３名分の人件費から負担金、補助及び交付金まで、議事録の作成委託など議会活動

に係る経費を支出しております。

次に、２款総務費は、支出済み額１４億４，３３６万２，３６３円で歳出総額の１９．

０％でございます。説明資料は１６ページから２１ページでございます。１項総務管理

費は１３億３，６４２万６，０４２円でございます。１項１目一般管理費では、特別職

２名分、それから一般職１６名分の人件費や区長会への行政事務協力への報償費、そし

て公立神崎総合病院の岩﨑副院長への医師功労者表彰副賞などでございます。

次に、５５ページ、５６ページをお願いします。ここでは、サーバーの保守点検など

に伴います委託料や庁内ＬＡＮ用サーバーなどの使用料、それから地方バス路線の維持

確保のための補助金など一般的な事務経費や、それから貸付金では２名の医師修学資金

貸付金を支出しております。

次に、５７ページ、５８ページをお願いします。寄附金としましては神戸大学寄附講

座寄附金でございます。２目文書管理費では、町広報の印刷費や文書管理業務委託料や、

それから例規システムの使用料等が主なものでございます。３目会計管理費は、会計課
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職員４名分の人件費と指定金融機関の取扱手数料が主なものでございます。４目財産管

理費でございますけども、５９ページ、６０ページをお願いいたします。本庁舎、支庁

舎の維持管理費で、本庁舎２階の照明をＬＥＤに取りかえをさせていただきました。

次に、６１ページ、６２ページをお願いします。財政調整基金、それから神河ふるさ

とづくり応援基金、公共施設維持管理基金への積立金でございます。５目交通対策費で

は、コミュニティバス運行に係ります委託料や負担金補助金関係が主なものでございま

す。６目企画費では職員５名分の人件費が主なものでございまして、次、６３ページ、

６４ページをお願いいたします。このページにおきましては、再生可能エネルギー関係

や小水力発電関係の委託料、またＪＲ播但線関係の負担金、補助金、そしてまちづくり

活動補助金などが主なものでございます。

次、７目ケーブルテレビ管理運営費では職員５名分の人件費と、それから次、６５ペ

ージ、６６ページをお願いしたいわけですけども、ここにつきましては、ケーブルテレ

ビの局舎や、それから機械設備等の維持管理費、番組制作費やインターネット回線使用

料等が主なものでございます。

次に、６７ページ、６８ページをお願いいたします。ここにつきましては、ケーブル

テレビネットワーク維持基金への積み立てを行っております。８目諸費は、町税の過誤

納還付金や過年度の国⋞県の補助金の返還金が主なものでございます。９目総合推進費

は行財政改革推進委員会に係る費用でございます。

次に、６９ページ、７０ページをお願いいたします。１０目消費者行政費は消費者行

政事務に係るもので、神崎郡消費生活相談中核センターへの負担金が主なものでござい

ます。次に、２項徴税費は７，４７２万１，９４３円で、１目税務総務費は職員７名分

の人件費、また土地評価総合計画や固定資産税の基礎図面、標準値の鑑定評価業務の委

託が主なものでございます。

次、７１ページ、７２ページをお願いします。２目賦課徴収費は賦課徴収に係る印刷

製本費などでございます。３項戸籍住民基本台帳費は１，１３９万９，５１１円で、職

員１名分の人件費と、次のページ、７３ページ、７４ページをお願いいたします。法改

正に伴いますシステム改修委託料など戸籍住民基本台帳事務に係るものでございます。

４項選挙費は１，９５４万３，０３８円で、１目選挙管理委員会費は、職員１名分の人

件費と選挙管理委員会開催に係る費用でございます。３目参議院議員通常選挙費は、次

の７５ページ、７６ページにかけてごらんいただきたいわけですけども、７月２１日の

日曜日に執行されました参議院議員通常選挙に係る経費でございます。４目兵庫県知事

選挙の費用は、同じく７月２１日に執行されました兵庫県知事選挙に係る経費でござい

ます。

次、５目町長選挙費は、７７ページ、７８ページにかけてごらんいただきたいわけで

すけども、１１月１７日の日曜日の執行予定でございましたが、無投票でございました

ので８０万２，９４８円の支出済み額となっています。６目土地改良区総代選挙費は支
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出はございません。５項統計調査費は６３万３，２７０円で、次、８１ページ、８２ペ

ージにかけてごらんいただきたいと思いますが、各統計調査に係る経費でございます。

次、６項監査委員費は６３万８，５５９円で、例月監査や決算審査に係る経費で監査委

員報酬などが主なものでございます。

次に、３款民生費は、支出済み額１２億９６４万２，４６５円で歳出総額の１５．９

％でございます。説明資料は２１ページから２６ページでございます。

１項社会福祉費は８億２，１３９万１，４４５円でございまして、１目社会福祉総務

費は職員３名分の人件費と、次のページ、８３、８４ページをお願いいたします。民生

児童委員さんの費用弁償や、負担金補助金関係では防犯協会への負担金や補助金、また

町社会福祉協議会への補助金でございます。また、繰出金では、国民健康保険事業特別

会計へ、次に８５ページ、８６ページをお願いしたいわけですけども、介護保険事業特

別会計への繰り出しが主なものでございます。２目老人福祉費では、委託料におきまし

てミニデイサービス運営や高齢者生活支援ハウスに対する委託料、負担金補助金関係で

は、老人クラブに対する活動助成、シルバー人材センター関係への負担金、そしてまた、

旧南小田小学校、幼稚園の跡地利用で小規模多機能施設の開設のための地域介護拠点整

備費補助金３，５４０万円、それから扶助費では要援護者タクシー運賃助成費や白寿祝

い金などが主なものでございます。

次、８７ページ、８８ページをお願いします。３目心身障害者福祉費では、郡障害認

定審査会の委員報酬や、これに関係する主治医意見書等の費用、そして委託料では相談

業務に対する支援委託料でございます。負担金補助金関係では、香翠寮やいちかわ園、

また、ゆめさき分園を運営しております中播福祉会への負担金関係でございます。また、

扶助費関係でございますけども、８９ページ、９０ページにかけて、障害者介護給付費

などの給付費関係でございます。４目医療扶助費は、郡医師会等への福祉医療に対する

協力金や福祉医療の審査に伴います委託料、そして扶助費は各福祉医療の医療費の支払

いでございます。特に、子育て支援対策としての乳幼児等医療費の扶助費は３，５５５

万２，１２９円でございます。

次に、９１ページ、９２ページをお願いいたします。５目の国民年金事務費は、国民

年金事務に伴います職員１名分の人件費とそれに関する事務費でございます。次、６目

民主化推進費は、人権活動事業に対する補助金や土地改良事業の公庫償還補助金等が主

なものでございます。次に、７目後期高齢者医療費は、負担金関係では後期高齢者広域

連合への医療費の負担金として療養給付費負担金、そして後期高齢者医療事務事業特別

会計への繰出金が主なものでございます。

次に、２項児童福祉費は３億８，８２５万１，２００円でございまして、１目児童福

祉総務費でございますけども、９３ページ、９４ページをお願いいたします、子ども⋞

子育て会議の委員報酬や、これに伴いますニーズ調査の委託料、また児童虐待防止や縁

結び事業に関する費用、そして子ども会や婦人共励会関係への負担金関係、補助金関係
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でございます。また、こどもを健やかに生み育てる支援金の支出でございます。２目の

児童措置費は児童手当関係の支出でございます。３目保育所費でございますけども、９

５ページ、９６ページをごらんいただきたいと思います。神崎保育園、寺前保育所や町

外で預かっていただいてます保育所の運営委託料と、延長保育などに関する経費の補助

が主なものでございます。次、３項災害救助費は支出はございませんでした。

次に、４款衛生費でございますけども、支出済み額は１６億６，０６１万１，５５９

円でございまして、歳出総額の２１．８％でございます。説明資料は２６ページから２

９ページでございます。

１項保健衛生費は７億２，２２９万８，１２１円でございまして、１目保健衛生総務

費は職員８名分の人件費と嘱託⋞臨時職員の賃金等でございまして、次に、９７ページ、

９８ページをお願いいたします。公立神崎総合病院や水道事業会計への補助金、そして

介護療育支援事業特別会計への繰出金でございます。次に、２目健康づくり対策費は、

予防接種事業の定期、任意、また臨時接種に係る医師等の賃金、委託料や医薬材料費で

ございます。また、各種がん等の検診事業、特定基本健診や健康教室、それから健康教

育に関するものが主なものでございます。９９ページ、１００ページをごらんいただき

たいと思いますけども、これに係る主な費用でございます。次に、３目母子衛生費は、

母子保健事業に係る乳幼児相談や虫歯予防教室の開催に係る医師、看護師等の賃金や、

心理相談業務に係る報償費、それから１歳半健診や３歳児健診の委託料、妊婦健診に係

る助成金が主なものでございます。４目保健衛生施設管理費でございますけども、１０

１ページ、１０２ページをお願いいたします。大河内保健福祉センターの維持管理に要

する費用でございます。５目診療諸費は、町立の上小田、川上診療所の運営に係ります

開業医師への委託料や管理経費でございます。そして郡の医師会への在宅当番医制への

協力金関係でございます。

次に、２項環境衛生費は６，９１７万１，８５８円でございまして、１目環境衛生費

は職員６名分の人件費関係でございます。次、１０３ページ、１０４ページにかけてで

ございますけども、次のページお願いしたいわけですけども、猫の引き取り、それから

狂犬病予防法に基づく予防注射事務や畜犬登録事務に要する費用でございます。負担金

では、中播北部行政事務組合の火葬場分の負担金が主なものでございます。次に、２目

公害対策費は、公害対策に係る事務費と町内の河川水の水質調査委託料が主なものでご

ざいます。

３項清掃費は８億６，９１４万１，５８０円でございます。１目ごみ処理費は、廃棄

物減量化の普及啓発に取り組み、特に家庭用ごみ減量化に向けての取り組みを進めてい

ます。委託料では、廃棄物処理業務、不法投棄物の処理業務、それから環境対策、除草

事業の委託や、そして負担金、補助金関係では、中播北部行政事務組合へクリーンセン

ター分の負担金でございます。また、コンポストのモニター実施によります家庭用生ご

み減量化処理容器の購入補助が主なものでございます。
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次に、１０５ページ、１０６ページをお願いいたします。環境保全基金への積立金が

４３０万４，１４５円でございます。２目し尿処理費は、合併処理浄化槽に係る修繕費

や管理委託料でございます。負担金補助金関係では、中播衛生事務組合への負担金、合

併処理浄化槽の設置補助金や下水道事業会計への補助金が主なものでございます。

次に、５款農林水産業費は支出済み額３億８，９８５万５，７５７円でございまして、

歳出総額の５．１％でございます。説明資料は２９ページから３３ページにかけてでご

ざいます。

１項農業費は２億７，７５５万６，０６４円でございます。１目農業委員会費は、次、

１０７ページ、１０８ページにかけてお願いしたいと思います。農業委員の報酬、それ

から職員１名分の人件費関係、そして農家台帳システムの管理委託料と農地法に基づく

事務の手続経費でございます。２目農業総務費は、職員５名分の人件費と嘱託⋞臨時職

員の賃金関係、そして中播農業共済事務組合への負担金関係が主なものでございます。

次に、３目農業振興費は農会長への農政事務協力謝金でございまして、次に、１０９ペ

ージ、１１０ページをお願いいたします。委託料では、シカ捕獲実施隊編成支援事業に

係る委託料、それから負担金、補助金関係では中山間地域等直接支払い交付金、それか

ら農地⋞水活動支援事業負担金、有害鳥獣被害防止対策協議会補助金、それから地域農

業再生協議会への負担金、経営転換協力金、青年就農交付金、米粉の学校給食のパン利

用など、有害鳥獣対策や農業環境保全、農業振興、特産品振興、６次産業化への推進に

向けた取り組みを行ってまいりました。

次に、１１１ページ、１１２ページをお願いいたします。４目農地費では、土地改良

事業の関係の事業に要する費用で土地改良積算システムのデータ料や保守委託料でござ

います。そして、２４年度からの繰越明許費も含めまして繰り越し３カ所、それから現

年２カ所の計５カ所のため池一斉点検の委託料でございます。また、補助金関係では町

土地改良事業、２分の１の補助事業でございますけども、新田区の農道橋の改修工事な

ど合計１７件で７１４万６，１１３円の補助を行いました。５目農業施設管理費は、水

車公園の指定管理料やプレハブ冷蔵庫の修繕、それから真空包装機の購入などでござい

ます。また、フードセンターの施設改修工事として、空調設備４台の設置と洗浄乾燥機

の改修が主なものでございます。次、６目地籍調査費は職員１０名分の人件費と、次に、

１１３ページ、１１４ページをお願いいたします。地籍調査事業に係る測量等の委託料

や車両の購入費、地籍情報管理システム等のリース料が主なものでございます。次に、

７目山村振興対策事業費は協議会への負担金でございます。

次に、２項林業費は１億５７６万９，２２７円の支出でございまして、１目林業総務

費は、職員１名分の人件費と県治山林道協会や広域基幹林道千ケ峰⋞三国岳線の工事負

担金１割分でございます。２目林業振興費は、桜華園の保育管理委託料や木工芸センタ

ーピノキオ館の指定管理料でございます。

次に、１１７ページ、１１８ページをお願いいたします。工事請負費では、林道補修
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事業ではカナギ磯線、それから越知ヶ峰線の維持修繕、カクレ畑線の舗装工事でござい

ます。次に、林道改良工事では、繰越明許も含めまして水谷線の舗装工事でございます。

また、ピノキオ館の高圧電気設備の修繕工事を行いました。次に、補助金関係ですけれ

ども、間伐関係では環境対策育林や緊急防災林整備、それから針葉樹と広葉樹の混交林

整備、そして住民参加型の森林整備事業などを森林組合等へ補助をいたしました。また、

森林経営計画の作成の前段階としまして、境界確定などの作業を森林組合へ森林整備地

域活動支援交付金として交付したものが主なものでございます。次に、３項水産業費で

ございますけども、６５３万４６６円でございます。内水面漁業の振興のため、一般財

源分も含めまして寺前漁協、長谷漁協、越知川漁協への補助金が主なものでございます。

次に、６款商工費でございますけども、支出済み額は２億２，８３１万６，３８３円

でございまして、歳出総額の３．０％でございます。説明資料は３３ページから３５ペ

ージでございます。

１項商工費の１目商工振興費は職員３名分の人件費でございまして、委託料では、観

光協会に委託をしまして施設間連携やイベント実施のために１名を雇用しました重点分

野雇用創造事業、また、ヨーデルの森に委託をしました資源活用のための３名雇用しま

した企業支援型雇用創造事業、また補助金関係では、商工会補助金と商業振興事業補助

金としましてハートフル商品券に対する補助が２回で２００万円、商工祭の補助が５０

万円、それから、中村の銀の馬車道商店会と寺前の寺前駅前銀座商店会の取り組みに対

して各２５万円の補助でございます。２目の観光振興費は、職員２名分の人件費と嘱託

⋞臨時職員、そして臨時雇用の賃金関係と観光施設関係の修繕費関係でございます。

次に、１２１ページ、１２２ページをお願いします。委託料では、桜華園の保育管理

委託、そしてわくわく公園、観光交流センター、農村環境改善センター、グリーンエコ

ー笠形体育館の指定管理料でございます。それから、２４年度からの繰越明許費も含め

ました観光施設等の案内看板の設置委託料でございます。かみかわ夏まつりの委託、そ

して福本藩池田家の陣屋跡庭園の改修の委託料などでございます。また、工事請負費で

ございますけども、２４年度からの繰越明許費で新田不動の滝の遊歩道の整備工事、そ

れからグリーンエコーに関しましては体育館、プール、それから温水ボイラーの改修、

それと親水公園の整備でございます。ヨーデルの森関係では、レストランや事務室の空

調関係の工事が主なものでございます。備品購入費につきましては、ヨーデルの森とホ

テルモンテ⋞ローザにおきまして厨房機器の購入でございます。

次に、１２３ページ、１２４ページをお願いいたします。補助金関係では、観光協会

や銀の馬車道推進協議会への補助金と、それから観光施設連携プロジェクト事業とＪＲ

寺前駅活性化事業に対する補助金などが主なものでございます。次に、３目大河内高原

整備費は施設の修繕費や委託料でございまして、峰山高原附帯施設等の管理委託料、そ

れから砥峰高原自然交流館の管理運営費や保守管理委託料が主なものでございます。

次に、１２５ページ、１２６ページをお願いいたします。使用料におきましては、自
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動車借り上げ料で保冷車の借り上げと、神姫グリーンバスに砥峰高原直通バスの運行に

係る使用料でございます。備品購入費は、峰山高原ホテルのリラクシアの厨房機器の購

入費でございます。

次に、７款土木費でございますけども、支出済み額は３億４，９１１万３４７円で支

出総額の４．６％でございます。説明資料は３５ページから３８ページでございます。

１項土木管理費は１億１６６万９，８２１円でございまして、１項土木管理費は１億

１６６万９，８２１円でございまして、１目土木総務費は職員１０名分の人件費関係で

ございます。

次に、１２７ページ、１２８ページをお願いします。委託料におきましては、道路台

帳の修正委託、それから公共土木積算システムの保守委託料が主なものでございます。

２項の道路橋梁維持費は２億１，２０１万５１７円でございまして、１目道路橋梁維

持費は、委託料で２４年度からの繰越明許費で測量等の委託としまして、県のまちづく

り技術センターによりまして道路面の性状調査５件、それからトンネル点検１件、道路

街路灯の点検１６基、それからのり面や土木構造物の点検１件を実施しております。工

事請負費では、道路橋梁保守工事請負費でしんこう大橋高欄取りかえ工事や、それから

市川左岸線舗装修繕工事など合計２０件でございます。２４年度の繰越明許費分で粟賀

⋞柏尾⋞貝野線の南第２工区、第３工区の舗装工事と、それから東山３号線の舗装工事

でございます。電源立地地域対策事業工事請負費は清水昭和橋線の維持修繕工事でござ

います。

次に、１２９ページ、１３０ページをお願いします。備品購入費では除雪車１台を購

入したものが主な内容でございます。次に、２目道路橋梁新設改良費は、委託料で追上

線の測量分筆登記の業務委託、それから２４年度の繰越明許費におきまして神崎⋞市川

線の測量調査設計の委託業務、また、橋６７橋の橋梁長寿命化修繕計画策定業務委託で

ございます。工事請負費におきましては、町道新設改良工事では２４年度の繰越明許費

も含めまして神崎⋞市川線の新設改良工事、そして町道改良工事では、粟賀⋞柏尾⋞貝

野線、それから貝野１号線、それから清水昭和橋線、それから野村沢線、追上線、城山

谷川線、６件の舗装工事、また改良工事が主なものでございます。

３項河川費は１，４６８万８８９円でございます。１目河川費は委託料で防災気象情

報提供業務委託料や、それから土砂災害情報システム更新の委託料が主なものでござい

ます。また、工事請負費は準用河川竹ノ内川のしゅんせつ工事でございます。

次に、１３１ページ、１３２ページをお願いします。４項都市計画費は２万３，７５

０円でございます。５項住宅費は２，０７２万５，３７０円で、１目住宅管理費は、町

営住宅の福本、柏尾、比延の３団地の維持管理や、退去に伴います修繕費が主なもので

ございます。２目の住宅建設費は、委託料でカクレ畑の水道設備の設計監理委託料、ま

た工事請負費におきましてもカクレ畑の水道設備の工事費でございます。補助金関係で

は、かみかわ田舎暮らし推進協会へ空き家利活用再生事業補助金でございます。
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次、１３３ページ、１３４ページをお願いします。引き続き補助金としまして、同じ

くかみかわ田舎暮らし推進協会への空き家再生講習会事業補助金、また田舎暮らし推進

事業支援金などが主なものでございます。

次に、８款消防費でございますけども、支出済み額は２億７，２９７万２，８９５円

でございまして、歳出総額の３．６％でございます。説明資料は３８ページとなってお

ります。１目の常備消防費は姫路消防局への事務委託料と、負担金関係では消防救急デ

ジタル無線整備に伴います負担金が主なものでございます。次に、２目の非常備消防費

は、消防団員報酬や団員訓練手当、そしてまた消防団員の退職報償金などの支払いが主

なものでございます。負担金におきましては消防団員福祉共済制度の掛金でございまし

て、次、１３５ページ、１３６ページをお願いします。引き続いて消防団員等公務災害

補償の掛金、それから退職報償金の掛金などが主なものでございます。３目の災害対策

費は災害対応に係る管理経費で、委託料では地域防災計画改定業務に係る委託料でござ

います。

次に、１３７ページ、１３８ページをお願いいたします。専用回線の使用料、それか

ら備蓄品の購入、負担金、補助金関係では各協議会への負担金でございまして、また、

自主防災組織への補助金が主なものでございます。また、扶助費におきましては、昨年

の９月２日の豪雨により床上浸水に遭われました３軒のおうちの方々にお見舞いをさせ

ていただいております。

次、９款教育費でございますけども、支出済み額は７億４，８２９万８，７０２円で

ございまして、歳出総額の９．８％でございます。説明資料は３９ページから４６ペー

ジにかけてでございます。１項教育総務費は７，０９６万３，５８０円でございまして、

１目教育委員会費は、教育委員の委員報酬と教育委員会の開催に係る経費でございます。

２目事務局費は教育長と職員５名の人件費、次、１３９ページ、１４０ページをお願い

します。それから、人件費とあわせて事務局の指導員や適応指導教室の指導員の臨時嘱

託職員の賃金、その他教育事務に係る事務局経費でございます。

次に、１４１ページ、１４２ページをお願いいたします。２項の小学校費は８，２４

９万２，９９４円でございまして、１目小学校管理費は、小学校４校に係る費用で校医

報酬や３名の用務員に係る人件費と１名の用務員、それから教育支援員などの臨時嘱託

職員の賃金、そして光熱水費等小学校管理に必要な経費でございます。

次に、１４３ページ、１４４ページをお願いいたします。これらにつきましても小学

校管理や運営に必要な経費でございますが、委託料におきまして通学バスの委託料や県

民芸術劇場学校公演に係る委託料を支出しております。また、施設設備の維持管理に必

要な委託料も支出をいたしております。使用料では、教師用パソコンのリース料、それ

から備品購入費では一般備品、また教材備品の購入、整備を行っております。

次に、１４５ページ、１４６ページをお願いいたします。２目の小学校教育振興費は、

自然学校の実施に係る経費、また環境体験活動に要する委託料、それから外国語教育の
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推進に係るＡＬＴの報償費関係でございます。扶助費では、要保護⋞準要保護世帯や特

別支援学級の児童で経済的な支援を必要とする児童に対する学用品費等の就学援助費の

支出を行っております。３目の小学校建設費は、寺前小学校大規模工事に係る実施設計

書の作成業務の委託でございます。次に、３項中学校費は６，００８万３，２４４円で

ございまして、１目中学校管理費は中学校運営に係る経費でございまして、校医の報酬

や１名の用務員に係る人件費でございます。

次に、１４７ページ、１４８ページをお願いします。賃金につきましては、教育支援

員などの嘱託臨時職員の賃金、そして光熱水費と中学校管理に必要な経費でございます。

その中で、委託料では２４年度からの繰越明許費で設計監理委託料としまして、校舎の

多目的ホールとそれから体育館の天井の耐震補強工事の実施設計書の作成費でございま

す。また、通学バスの委託料、使用料関係では教師用パソコンのリース料、それから各

種公式大会等への参加のバス等自動車の借り上げ料でございます。工事請負費では、２

４年度からの繰越明許費で多目的ホール天井の耐震補強工事の実施を行いました。

次に、１４９ページ、１５０ページをお願いします。備品購入費では教材備品を取り

そろえさせていただきました。それが主なものでございます。２目中学校教育振興費は、

外国語指導助手ＡＬＴ配置に係る賃金と、それからＡＬＴが小学校へ巡回するための旅

費関係でございます。ちなみに昨年の夏以降、ＡＬＴは１名でございます。それ以前は

２名でございました。これらのＡＬＴの配置に係る経費や、それからトライやる⋞ウイ

ーク実施に係る委託料でございます。扶助費では、要保護⋞準要保護世帯や特別支援学

級の生徒で経済的な支援を必要とする生徒に対する学用品費等の就学援助費の支出でご

ざいます。４項幼稚園費は１億１，７９２万１，２４２円の支出でございまして、１目

幼稚園費は、次、１５１ページ、１５２ページをお願いいたします。園医報酬、それか

ら幼稚園教諭１３名の人件費と、産休代替の臨時教員や支援補助員などの賃金でござい

ます。また、光熱水費等、園の維持管理に必要な経費でございます。委託料では通園バ

ス委託料の支出を行っております。

次に、１５３ページ、１５４ページをお願いいたします。２４年度からの繰越明許費

で、越知谷幼稚園園舎の改築に係る設計監理委託料として実施設計書の作成委託料でご

ざいます。使用料は教師用のパソコンのリース料などが主なものでございます。次、５

項社会教育費でございますけども、１億８，２７７万１，４６１円の支出でございまし

て、１目社会教育総務費は、社会教育委員や文化財保護審議委員の報酬、それから職員

２名分の人件費、そして派遣社会教育主事の差額人件費でございます。また、社会教育

指導員や文化財の学芸員、それから学童保育クラブの職員、通学合宿に伴います臨時雇

用者の賃金でございます。

次に、１５５ページ、１５６ページをお願いいたします。報償費では、人権学習支援

事業に係る指導員の謝金、それから放課後子ども教室実施に伴いますボランティアさん

への謝金、それから文化財保存事業も含めまして、これらの事業実施に係る旅費、需用
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費、役務費、使用料関係でございます。その中で委託料の中でですけども、地域の夢推

進事業で神崎公民館に福本遺跡の遺物などを常設展示する什器４基の設置、それから体

験学習用古代瓦ぶき模型や古代瓦のつくり方のジオラマ、そして銀の馬車道関連のパネ

ル展示物の作成委託を行いました。負担金補助金関係では、郡青少年補導センター負担

金、それから家庭教育学級補助金でございます。

次に、１５７ページ、１５８ページをお願いします。引き続き負担金、補助金関係で

ございますけども、町人権文化推進協議会への補助金、それから実行委員会の文化財活

性化委員会によります歴史資料の総合調査を実施しました、文化遺産を生かした観光振

興⋞地域活性化事業活動支援金などが主なものでございます。次に、２目公民館費でご

ざいますけども、職員３名分の人件費と、館長を初め神崎公民館も含めての配置の嘱託

⋞臨時職員の賃金でございます。報償費は、高齢者大学や公民館教室の開催に係る講師

等の謝金、また、中央公民館、神崎公民館の維持管理に係る需用費、役務費、次のペー

ジ、１５９ページ、１６０ページをお願いしたいわけですけども、委託料や使用料につ

いても同様のものでございます。備品の購入費につきましては、図書室運営事業としま

して図書の購入を行っております。それから、補助金関係では町文化協会への補助金が

主なものでございます。次に、３目社会教育施設運営費は地域交流センター配置の職員

１名分の人件費でございまして、次、１６１ページ、１６２ページをお願いいたします。

このほかに児童センターきらきら館、子育て学習センターおひさま、それから地域交流

センターに配置しております嘱託⋞臨時職員、また臨時雇い入れの者の賃金でございま

す。需用費、役務費、使用料、原材料費は、これらの施設の運営や維持管理に係る経費

でございます。特に需用費関係におきましては、賄い材料費は地域交流センターの食材

費でございます。また、役務費の乗車券は、地域交流センターにおきます短期山村留学

における自宅から往復のＪＲの乗車券でございます。委託料では、山村留学の農家さん

に預かっていただいております長期と短期の留学の農家宿泊委託料でございまして、ま

た、財団法人育てる会への長期山村留学に伴います委託料でございます。耐震診断委託

料は旧大山小学校の体育館の耐震診断の委託料でございます。使用料の寝具リースは地

域交流センターでの使用分でございます。

次に、１６３ページ、１６４ページをお願いいたします。６項保健体育費は２億３，

４０６万６，１８１円で、１目保健体育総務費は、スポーツ推進員の報酬、スポーツ教

室、スポーツ大会の実施に要する経費でございまして、委託料は、神河マラソン大会、

親子バレーボール大会、ロープジャンプＸ大会と、それから体育協会に加盟されてます

各種種目協会が実施していただきました町民大会１５種目の委託料でございます。補助

金関係では、町体育協会の補助金、それから青少年健全育成スポーツ団体、それからチ

ャレンジデー実行委員会への補助金が主なものでございます。２目の体育施設管理費は、

はにおか運動公園、町民体育館、町民温水プール、神崎体育センター、すぱーく神崎、

町民グラウンド、松ケ瀬グラウンドの維持管理に要する賃金、維持管理経費でございま
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す。特に委託料では、温水プールのアクアティックへのスイミングスクール等の委託料、

それから温水プール２０周年記念事業の実施委託料でございます。また、神崎体育セン

ターの耐震診断委託などが主なものでございます。

次に、１６７ページ、１６８ページをお願いいたします。３目学校給食費は、学校給

食運営協議会の委員報酬、それから事務職、調理員の職員４名分の人件費と、調理員、

運転員の嘱託臨時職員の賃金でございます。需用費、それから役務費は給食センターの

運営や管理に係る経費でございます。

次に、１６９ページ、１７０ページをお願いしたいと思います。その中で委託料でご

ざいますけども、委託料、給食費の管理システムの導入に伴いますシステム費用と保守

管理委託料でございまして、給食費の管理収納システムを２５年度から導入をしており

ます。使用料は大型調理器等のリース料、それから工事請負費は調理場の空調の設置と

洗浄室の陸屋根の雨漏りの修繕工事関係でございます。原材料費は、主食、副食、それ

から乳製品関係の購入費でございます。備品購入費は、耐用年数の関係でうどん丼の更

新とあわせて汁食缶などの更新を行いました。扶助費につきましては、要保護⋞準要保

護世帯の児童⋞生徒や、それから特別支援学級在籍の児童⋞生徒で経済的な支援を必要

とする児童⋞生徒に対しまして学校給食費を支援するものでございます。以上が主なも

のでございます。

次に、１０款公債費でございますけども、支出済み額は１１億４，４５０万５，２５

７円でございまして、歳出総額の１５．１％でございます。説明資料は４７ページでご

ざいます。１項公債費、１目元金は、一般分長期債の元利償還金が主なものでございま

す。次に、１７１ページ、１７２ページをお願いします。２目の利子は一般分と長期債

の利子償還金が主なものでございます。３目の公債諸費は三井住友銀行への償還手数料

でございます。

次に、１１款諸支出金の支出はございません。

１２款予備費は飛ばさせていただきまして、１３款災害復旧費でございます。支出済

み額は６，１５７万５，４４５円で歳出総額の０．８％でございます。説明資料は４７

ページから４９ページでございます。

１項農林水産業施設災害復旧費は２，１７７万９，４６０円でございまして、１目農

業用施設災害復旧費で委託料の測量設計試験委託料は、岩屋地内の農業用施設、それか

ら農地の災害復旧に要した測量設計試験費でございます。工事請負費は農地災害の復旧

工事で、ヤナセと高坂農地の土砂排出の復旧工事でございます。農業用施設の災害復旧

工事は、ヤナセ農業用水路など４件の水路関係の復旧工事でございます。補助金関係の

町単独土地改良災害復旧費補助金は、大畑区の前田井堰の土砂撤去など合計３６件の災

害復旧補助金でございます。次に、２目林業施設災害復旧費は、１７３ページ、１７４

ページ、次のページをお願いいたします。委託料の測量設計試験委託料は、黒川⋞新田

線、それから根宇谷線等の委託料でございます。工事請負費につきましては２６年度へ
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繰り越しをいたしました。補助金関係では、根宇野区のユズ畑の作業道の土砂撤去に係

るものなど合計７件の補助を行いました。

２項の公共土木施設災害復旧費は２，２０６万２，５３５円で、１目公共土木施設災

害復旧費は、委託料の測量設計試験委託料は深ダワ川など５件の測量設計試験費でござ

います。工事請負費は、補助対象分５件のうち高坂川土砂撤去は完了しまして、残り４

件は２６年度に繰り越しとなりました。町単分につきましては、１６件は完了しまして

４件につきまして２６年度へ繰り越しをしました。

３項のその他公共施設⋞公用施設災害復旧費は１，７７３万３，４５０円でございま

して、１目その他公共施設⋞公用施設災害復旧費でグリーンエコー笠形施設の災害復旧

工事に係る委託料と工事請負費でございまして、杉の湯荘、農村環境改善センター、上

水道の取水施設、それから野球場、それから遊歩道、根宇谷川の支流に係るものでござ

います。

以上、歳出につきまして説明を終わらせていただきます。

次に、１７５ページをお願いいたします。一般会計決算実質収支に関する調書でござ

います。歳入総額７７億６，７４８万６，０００円、歳出総額７６億４４８万円で、歳

入歳入歳出差し引き額１億６，３００万６，０００円となっています。そのうち翌年度

へ繰り越すべき財源は１，９５２万３，０００円で、実質収支額は１億４，３４８万３，

０００円という状況でございます。

次、１７６ページ、１７７ページをお願いいたします。財産に関する調書でございま

す。まず、公有財産のうち土地及び建物の中で行政財産の土地でございますが、学校、

幼稚園のところで３万８，４６４．２４平方メートルの減は、学校統合によりまして、

旧大山小学校、粟賀小学校、南小田小学校の用地を幼稚園の敷地も含めまして普通財産

のその他に変更したものでございます。また、行政財産のその他施設の１万６，６４８．

５４平方メートルの減は寺前保育所の敷地でございますけども、昭和５７年の地籍調査

で寺前小学校の用地も一部含まれておりましたので、昭和５８年に錯誤により修正がな

されました。その後、平成２２年の地籍調査により、図面修正と法定外公共物の廃止、

合筆による成果でトータル５，３７９．０７平方メートルの減と、それから旧上小田小

学校、旧川上小学校の用地を普通財産のその他に変更したものでございます。それから、

普通財産の田畑の１，３６０平方メートルの減は、長谷幼稚園前の長谷小学校プール予

定地を造成しまして駐車場としたため、行政財産のその他施設に変更したものでござい

ます。

次に、建物でございますが、木造の行政財産のその他施設の２８平方メートルの減は、

旧川上小学校の倉庫につきまして普通財産のその他に変更したものでございます。また、

非木造では、行政財産の学校、幼稚園の１万８４４．２６平方メートルの減は、旧大山

小学校、粟賀小学校、南小田小学校、それから大山幼稚園、粟賀幼稚園、南小田幼稚園

の校舎、園舎の普通財産のその他に変更したものでございます。また、行政財産のその
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他施設の３，８０３．０１平方メートルの減は、旧上小田小学校、旧川上小学校、川上

幼稚園の校舎、園舎の普通財産のその他に変更したものでございます。

以上、差し引きした結果が調書の土地、建物の決算年度中の増減高として記載をして

いるところでございまして、合計で、土地につきましては５，３７９．０７平方メート

ルの減、建物につきましては差し引き増減なしということでございます。５，３７９．

０７平方メートル減ということではございますけども、寺前小学校の敷地と寺前保育所

の敷地でカウントがダブっておりましたので、実際はダブルカウントでございましたの

で、プラス⋞マイナスなしということでございます。調書上のことでございます。

次に、１７８ページ、１７９ページをお願いいたします。１７８ページの上側、有価

証券については決算年度中の増減はございませんでした。次に、その下の出資による権

利でございますけども、区分の上から１２行目でございます。職業訓練法人姫路地域職

業訓練能力開発協会でございますけれども、平成２３年３月３１日に解散をしておりま

して、同年の６月２７日に清算人会が開催されまして、清算法人収支決算について承認

がなされております。残余財産は姫路市に寄附ということで、清算結了登記も平成２３

年の６月に完了しておりますので、全額減額させていただきました。

次に、１７９ページでございますけども、上のほう、債権ですが、住宅関係の改修、

建設、新築、宅地取得資金の貸付金については、元利返済により７２９万８，０００円

の減でございます。生業資金の貸付金についても、返済によりまして２００万５，００

０円の減でございます。また、医師修学資金につきましては４８０万円の貸し付け増と

なっております。差し引き合計債権としましては、２５年度中の増減は４５０万３，０

００円の減ということでございます。次に、基金でございますが、それぞれの目的によ

り、取り崩し、積み立てを行っています。財政調整基金は５億４９万円を積み立てまし

て１６億６，９１６万９，０００円となっております。基金全体では５億７，６２４万

７，０００円積み立て、１，１９０万８，０００円を取り崩しております。差し引き５

億２，７６９万９，０００円の増で、合計２５年度末の残高は１９億３，６０８万９，

０００円となっております。

なお、説明資料の５０ページに基金の状況を載せておりますので、ごらんいただけた

らと思います。

次のページ、１８０ページをお願いしたいと思います。財産に関する調書の物品の状

況でございますけども、普通自動車１台と消防ポンプ自動車１台を処分し、小型動力ポ

ンプつき軽四積載車を１台配備しました。以上、２５年度中におきまして差し引き１台

の減となりまして、平成２５年度末現在の車両の保有台数は１０４台というふうな状況

でございます。

以上、歳入歳出決算書の説明を終わらせていただきます。以上でございます。

○議長（安部 重助君） どうも御苦労さんでした。

以上で第７９号議案の提案説明が終わりました。
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ここで暫時休憩いたします。再開を１４時３０分といたします。

午後２時１５分休憩

午後２時３０分再開

○議長（安部 重助君） 再開いたします。

先ほどの第７９号議案の中で、会計管理者のほうから一部文言の修正があるそうなの

で、ここで許可いたします。

会計管理者。

○会計管理者兼会計課長（谷口 勝則君） 会計課、谷口でございます。先ほどの説明の

中で１カ所間違いがございましたので、訂正をさせていただきます。

決算書の４７ページ、４８ページをあけていただきたいと思います。歳入のところで

ございますけども、２１款の町債でございます。町債の３目土木債でございますけども、

その中の２節の河川債でございますけども、４９０万円ということで収入済み額が上が

っているわけなんですけども、説明で１９０万円ということで言い間違いをしました。

土砂災害システム更新のための河川整備事業債の河川債でございますけども、４９０万

円でございます。訂正しておわび申し上げます。済みませんでした。

○議長（安部 重助君） 以上で訂正を終わらせていただきます。

それでは次に、第８０号議案、平成２５年度神河町介護療育支援事業特別会計歳入歳

出決算認定の件について、提出者の説明を求めます。

山名町長。

○町長（山名 宗悟君） 第８０号議案の提案理由及び内容について説明に入る前に、私

のほうからも、第７９号議案の私のほうからの提案説明の中で、特に一般会計決算認定

の件の中での決算説明資料について説明をさせていただきましたが、決算説明資料の４

ページの下から３行目に選挙費の説明について申し上げましたが、その中で４ページの

説明資料では参議院議員通常選挙と記載されておりますのを、私が衆議院議員というふ

うに読み上げました。この説明資料の参議院議員通常選挙が正しいということで、私の

説明についての訂正をさせていただきたいと思います。よろしくお願いします。

それでは、第８０号議案の提案理由並びに内容について御説明申し上げます。本議案

は、平成２５年度神河町介護療育支援事業特別会計歳入歳出決算認定の件でございます。

神河町介護療育支援事業は神崎郡３町と姫路市が共同で運営しておりまして、障害を

持つ子供の療育や家族への直接的支援はもとより、学校や各町保健担当、健康福祉事務

所との連携を通して障害を持つ子供たちを支えております。今年度の小児療育延べ利用

児数は、就学前児８６８人、就学児１，７０５人、合計２，５７３人でございます。収

入済み額は６，２５１万８，３７４円、支出済み額は５，２２４万３，６４９円、歳入

歳出差し引き残額は１，０２７万４，７２５円であります。以上が決算の概要でござい

ます。

－１０４－



詳細につきまして病院総務課長から説明しますので、よろしく御審議をお願いいたし

ます。

○議長（安部 重助君） 詳細説明を求めます。

病院総務課長。

○病院総務課長兼施設課長（藤原 秀明君） 病院の藤原でございます。それでは、詳細

説明をさせていただきます。事項別明細書で説明をさせていただきますので、決算書の

５ページ、６ページをお願いいたします。

５ページ、６ページ、１款分担金及び負担金でございますが、これは市川町、福崎町

及び姫路市からの運営費の負担金３，０１１万３，０００円でございます。２款繰入金

の１目一般会計繰入金は神河町の運営負担分で１，０９１万９，０００円、２目老人訪

問看護事業特別会計繰入金１００万円は、ケアステーションの事務所を訪問看護ステー

ションが利用していることから、訪問看護事業からの事務所の賃貸料としましての負担

金でございます。

次に、４款諸収入、１項事業収入でございますが、障害児の通園事業収入で１，１５

４万６，６５７円、次に、２項受託事業収入９８万６，５９８円は、スタッフを各町の

介護予防教室等へ講師として派遣した事業収入でございます。３項の利用者負担金は１

割の個人負担分でございます。雑入では、研修、行事参加費の実費徴収金、保険金の受

け入れなどでございます。

次に、歳出でございます。７ページ、８ページをお願いいたします。１款業務費４，

５８５万６，２４５円でございます。これにつきましては人件費が主なものでございま

して、給料及び職員手当は、作業療法士、理学療法士、言語聴覚士、ケースワーカー４

名分でございます。共済費につきましては、その４名の共済費と嘱託及び臨時職員の社

会保険料等でございます。賃金につきましては、嘱託及び臨時職員の保育士各１名と嘱

託事務員１名、運転員３名分で７２９万９，２４６円でございます。そのほかでござい

ますが、経費が多くございまして、その中でも光熱水費等の需用費が２７７万４，３８

８円、次に、８ページから１０ページ、次のページになりますが、清掃維持管理を初め

とした委託料が１３６万４，４９０円と多くを占めております。１０ページの２２節の

補償、補填及び賠償金４３万６，０５０円につきましては、療育中に事故がございまし

て、その補償金の支払いでございます。これは保険金で収入を充てております。３款の

諸支出金の一般会計繰出金６３８万７，４０４円は建設償還金の負担分でございます。

次に、１１ページ、１２ページには、実質収支に関する調書と財産に関する調書をつ

けておりますので御参照いただきたいと思います。

以上でございます。よろしくお願いいたします。

○議長（安部 重助君） 以上で第８０号議案の提案説明が終わりました。

次に、第８１号議案、平成２５年度神河町国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算認

定の件について、提出者の説明を求めます。
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山名町長。

○町長（山名 宗悟君） 第８１号議案の提案理由並びに内容について御説明申し上げま

す。

本議案は、平成２５年度神河町国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算認定の件であ

ります。

それでは、決算の概要を御説明申し上げます。

歳入では、国民健康保険税が２億７，４９１万円、国庫支出金が３億１，３９１万９，

０００円、療養給付費交付金が１億３４１万３，０００円、前期高齢者交付金が２億５，

９６５万９，０００円、県支出金が１億６４３万２，０００円、共同事業交付金が１億

８，０１５万９，０００円、繰入金５，５６６万５，０００円、繰越金３，４１３万９，

０００円などで、歳入合計は１３億３，１０１万２，０００円となっております。

歳出では、総務費が１，７０９万６，０００円、保険給付費が８億８，６５６万９，

０００円、後期高齢者支援金等が１億５，５９３万４，０００円、介護給付金が６，９

０１万１，０００円、共同事業拠出金が１億５，０３４万２，０００円などで、歳出合

計は１２億９，６７５万５，０００円となっており、歳入歳出差し引き額が３，４２５

万７，０００円となり、実質収支額も同様となっております。

以上が概要でございます。

なお、住民生活課長が詳細説明を行いますので、よろしく御審議をお願いいたします。

○議長（安部 重助君） 詳細説明を求めます。

住民生活課長。

○住民生活課長（吉岡 嘉宏君） 住民生活課、吉岡でございます。それでは、詳細につ

きまして説明させていただきます。

決算書１ページをごらんください。歳入の部につきまして、まず構成比の高い事項を、

歳入に占める割合と内容を説明します。

１款国民健康保険税は歳入総額の約２１％を占め、被保険者が納めていただくもので

ございまして、その内訳は、医療給付費分約６８％、後期高齢者支援分約２４％、介護

分約９％の３つから成り立っています。

３款及び６款の国及び県支出金は国県合算で歳入の約２３％を占め、一般被保険者に

対する措置でありまして、内訳は事項別明細書５ページ以降に記載がありますが、療養

給付費等負担金は保険者負担額の３２％が交付され、高額医療費共同事業負担金は国県

おのおの歳出の共同事業拠出金の４分の１が交付され、特定健診等負担金は４０歳以上

７５歳未満の特定健診、保健指導事業費の国県おのおの３分の１が交付されます。財政

調整交付金の普通調整交付金は、財政力が一定水準以下の市町村にその程度に応じ交付

されます。

４款療養給付費交付金は、国庫負担金の対象外である退職者分の医療に対し、医療費

等経費から退職者分の保険税を控除した額が社会保険支払い基金より交付されます。
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５款前期高齢者交付金は約２０％を占めます。これは６５歳以上７５歳未満の加入率

と医療費により算出されます。この交付金の額は、当該年度の概算額から前々年度の概

算額と確定額の差額を差し引く方式となっております。

７款共同事業交付金は歳入総額の約１４％を占め、高額医療分では８０万円以上の高

額医療費に対し歳出の共同事業拠出金の２分の１相当が交付され、保険財政共同安定化

分では３０万円以上８０万円未満の医療費に対し歳出の同拠出金と同額が交付されます。

それでは、事項別明細書５ページから収入済み額を中心に主な項目を説明いたします。

１款国民健康保険税の総額は２億７，４９１万７７６円で、収入未済額が７，５１１

万３，１８６円であります。収入額の内訳は、１目一般被保険者分２億４，２０７万７，

８９６円で、うち現年分２億３，１０１万１，５８０円、滞納分１，１０６万６，３１

６円で、税の３区分は備考のとおりであります。２目退職被保険者分は３，２８３万２，

８８０円で、うち現年分３，１８２万４，１３６円、滞納分１００万８，７４４円で、

税の３区分は備考のとおりであります。

２款使用料及び手数料は８万７，６００円で、保険税の督促手数料です。

３款国庫支出金の総額は３億１，３９１万９，１０１円です。内訳は、１項国庫負担

金２億３，２２２万５，１０１円のうち１目療養給付費等負担金が２億２，３８５万５，

９０２円、７ページ、２目高額医療費共同事業負担金６７９万７，１９９円、３目特定

健診等負担金１５７万２，０００円、２項国庫補助金８，１６９万４，０００円、１目

財政調整交付金が同額の８，１６９万４，０００円です。

４款療養給付費交付金は１億３４１万３，４７８円で、現年と過年度の区分は決算書

記載のとおりです。

５款前期高齢者交付金は２億５，９６５万９，５９４円です。

９ページ、６款県支出金の総額は１億６４３万２，１９９円です。内訳は、１項県負

担金８３６万９，１９９円のうち１目高額医療費共同事業負担金６７９万７，１９９円、

２目特定健診等負担金１５７万２，０００円、２項県補助金９，８０６万３，０００円

のうち１目財政調整交付金９，６７３万３，０００円、２目国保育成指導費補助金１３

３万円です。

７款共同事業交付金は１億８，０１５万９，４２３円で、内訳は、１０ページ備考欄

に記載の高額医療費共同事業交付金３，７６５万７，５９８円、保険財政共同安定化事

業交付金１億４，２５０万１，８２５円です。

１１ページ、８款財産収入は２３万７，５９１円で財政調整基金利子であります。

９款繰入金は一般会計からの繰り入れで、５，５６６万５，６０１円であります。内

訳は、１節保険基盤安定繰入金で備考欄の保険税軽減分２，８６２万３，９１５円、保

険者支援分６０２万４，０６６円、２節職員給与費等繰入金１，２４９万７，６２０円、

３節出産育児一時金繰入金２５２万円、４節財政安定化支援事業繰入金は交付税算入分

であり、６００万円であります。
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１０款繰越金は前年度繰越金で３，４１３万９，３５２円です。

１１款諸収入は２３８万７，４２５円で、内訳は、１項雑入、２目返納金４１万３，

５０９円、１３ページ、３目雑入は１００万４，５８３円で内容は備考欄のとおりです。

以上、歳入合計が１３億３，１０１万２，１４０円であります。

続きまして、歳出の部ですが、決算書の３ページをごらんになってください。まず、

構成比の高い事項の内容を説明します。

２款保険給付費は歳出総額の約６７％を占め、１項療養諸費は国保事業制度の本体を

なすもので、一般被保険者、退職被保険者に分けて運営をしています。３款後期高齢者

支援金等は歳出総額の約１２％を占め、後期高齢者医療制度の創設に伴い平成２０年度

から設けられ、厚労省の基礎数値をもとに積算しております。７款共同事業拠出金は歳

出総額の約１２％を占め、内訳は２つの目で構成され、高額医療費拠出金は１件が８０

万円を超える場合、その一部が補填されます。保険財政共同安定化事業拠出金は１件３

０万円以上８０万未満の医療費が発生した場合の拠出金で、いずれもいわば再保険の掛

金的性格がございます。

それでは、事項別明細書１５ページから支出済み額の主な項目を説明いたします。１

款総務費の総額は、１，７０９万６，８４４円です。

１項総務管理費は１，６８０万５，３８９円で、節の区分の主なものは給料、職員手

当、共済費、委託料で、詳細は記載のとおりでございます。

２項徴税費は２３万１，４５５円で、内訳は賦課徴収費、徴税費、運営協議会費であ

ります。

１７ページ、２款保険給付費の総額は８億８，６５６万９，０９３円です。まず、目

欄にあります療養給付費と療養費の違いを申し上げます。療養給付費は、通常の診察、

処置、治療、看護の医療行為で、被保険者は医療費の原則３割を支払う方式で、現物支

給と言われています。一方、療養費は、コルセットなどの補装具などで、被保険者が一

旦全額支払いをし、国保連合会の審査後、適正であれば７割が現金支給される方式であ

ります。

内訳は、１項療養諸費７億７，９５３万５，４０６円、１目一般被保険者療養給付費

は件数が４万３０５件、６億９，３６６万５，５１５円。２目退職被保険者は、４，１

８４件で、７，５９２万８，３３０円です。３目一般被保険者の療養費は、１，８０１

件、７８４万８，１８３円。４目退職療養費１１５件、４４万９，４９１円。５目審査

支払い手数料は、レセプト点検手数料などで１６４万３，８８７円です。

２項高額療養費１億１４０万７，１９２円で、一般分１，４２３件、８，７８３万５

５３円、退職分１２８件、１，３５４万６，８７６円です。

４項出産育児諸費は、件数９件で、３７８万円。

５項葬祭諸費、件数は１８件、９０万円。

６項精神⋞結核医療付加金は、６８８件、９１万５，６８５円です。
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２１ページ、３款後期高齢者支援金等は１億５，５９３万４，９４８円で、１目後期

高齢者支援金は厚労省基準により積算したものです。

４款前期高齢者納付金等は１５万５，６５６円で、平成２０年度から創設され、厚労

省の基準により前期高齢者の加入率、医療費から積算した額であります。

２３ページ、６款介護給付金は６，９０１万１，９８０円で、厚労省の基準により積

算したものです。

７款共同事業拠出金の総額は１億５，０３４万２，１５６円で、内訳は１目高額医療

費拠出金２，７０３万１，４７３円、２目保険財政共同安定化事業拠出金１億２，３３

１万６８３円であります。

８款保健事業の総額は７７９万１，８６９円で、内訳は、１項特定健診等事業費４７

８万３４１円は４０歳から７５歳未満を対象とした特定健診、保健指導に係る経費です。

２項保健事業費は３０１万１，５２８円は、無受診家庭への記念品や制度啓発パンフ、

人間ドック、脳ドックなどに係る経費です。

２５ページ、１０款諸支出金の総額は９６０万７，９２６円で、１項１目国保税還付

金１３７万５，３００円、２目国庫支出金返納金は８０３万１，９５５円で、詳細は備

考に記載のとおりです。

２７ページ、２項繰出金は２０万６７１円。内容は、特定健診、保健指導に係る事務

経費分です。

１１款予備費は、ゼロです。

以上、歳出合計が１２億９，６７５万５，３４１円であります。

なお、２９ページに決算実質収支を記載しております。

２５年度国民健康保険事業特別会計決算の説明は以上でございます。よろしく御審議

をお願いいたします。

○議長（安部 重助君） 以上で第８１号議案の提案説明は終わりました。

次に、第８２号議案、平成２５年度神河町後期高齢者医療事業特別会計歳入歳出決算

認定の件について、提出者の説明を求めます。

山名町長。

○町長（山名 宗悟君） 第８２号議案の提案理由並びに内容について御説明申し上げま

す。

本議案は、平成２５年度神河町後期高齢者医療事業特別会計歳入歳出決算認定の件で

あります。

それでは、決算の概要を御説明申し上げます。

歳入では、後期高齢者医療保険料が１億１，５７７万９，０００円、繰入金が４，１

３５万３，０００円などで、歳入合計は１億５，９０７万５，０００円となっておりま

す。

歳出では、総務費が７３２万９，０００円、後期高齢者医療広域連合納付金が１億５，
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０７８万円などで、歳出合計は１億５，８２４万３，０００円となっており、歳入歳出

差し引き額は８３万２，０００円で、実質収支額も同様となっております。

以上が概要でございます。

住民生活課長が詳細説明を行いますので、よろしく御審議をお願いいたします。

○議長（安部 重助君） 詳細説明を求めます。

住民生活課長。

○住民生活課長（吉岡 嘉宏君） 住民生活課、吉岡でございます。それでは、詳細につ

きまして説明させていただきます。

決算書１ページをごらんください。歳入の部につきまして、まず構成比の高い事項を

歳入に占める割合と内容を説明します。１款後期高齢者医療保険料は、歳入総額の約７

３％を占め、被保険者が納めていただくもので、保険料の内訳は年金から天引きする特

別徴収とそれ以外の普通徴収があります。３款繰入金は、歳入総額の約２６％を占め、

一般会計からの繰り入れで、内訳は人件費、事務費と広域連合からの提示額分です。こ

の１款、３款で９９％を占めております。

それでは、事項別明細書５ページから収入済み額を中心に主な項目を説明いたします。

１款後期高齢者医療保険料の総額は１億１，５７７万９，７８８円で、収入未済額が６

５万８，３２９円、徴収率９９．４％であります。内訳は、１目特別徴収９，２５６万

５，４６２円で、徴収率１００％です。２目普通徴収２，３２１万４，３２６円で、徴

収率は現年が９８．７％、過年度が５１．０％となっております。

３款繰入金の総額は４，１３５万３，８７３円で、１目事務費繰入金７３３万３，７

５７円、２目保険基盤安定繰入金３，４０２万１１６円です。

以上等で歳入合計は１億５，９０７万４，９５２円であります。

続きまして、歳出の部ですが、決算書の３ページをごらんください。１款総務費は、

歳出総額の約５％で、内容は職員１名の人件費と事務費であります。

２款後期高齢者医療広域連合納付金は、歳出総額の約９５％を占め、徴収した保険料

と歳入の繰入金中の保険基盤安定分を連合会へ納付するものです。

それでは、事項別明細書９ページから支出済み額の主な項目を説明いたします。１款

総務費の総額は７３２万９，８９７円で、主なものは２節給料３４５万６，９００円、

３節職員手当１６１万２，６７５円、４節共済費１７４万３９３円です。

２款後期高齢者医療広域連合納付金は１億５，０７８万８０９円で、備考欄の保険料

等負担金１億１，６７６万６９３円は３月３１日までに徴収した額で、歳入の保険料と

約９８万円の差額はありますが、これは２６年度に納入をします。同じく備考欄の保険

基盤安定制度負担金は３，４０２万１１６円で、歳入の保険基盤安定繰入金と同額です。

以上等で歳出合計は１億５，８２４万３，１０５円であります。

なお、１３ページに決算実質収支を記載しております。

２５年度後期高齢者医療事業特別会計決算の説明は以上でございます。よろしく御審
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議をお願いいたします。

○議長（安部 重助君） 以上で第８２号議案の提案説明が終わりました。

次に、第８３号議案、平成２５年度神河町介護保険事業特別会計歳入歳出決算認定の

件について、提出者の説明を求めます。

山名町長。

○町長（山名 宗悟君） 第８３号議案の提案理由並びに内容について御説明申し上げま

す。

本議案は、平成２５年度神河町介護保険事業特別会計歳入歳出決算認定の件でござい

ます。

歳入におきましては、介護保険料として２億７３１万８，６００円、分担金及び負担

金は１，５９３万６，０００円、国庫支出金は２億７，９７８万３１５円、支払い基金

交付金といたしまして３億９５６万３，０００円、県支出金は１億６，３１７万１，０

００円、繰入金は１億９，０７７万３，０９０円等で、歳入合計は１１億７，７７１万

８，３２６円となっております。

歳出におきましては、総務費で６，５９６万８，１５４円、保険給付費で１０億６，

５３６万３，２０３円、地域支援事業費で３，５３１万２，２１１円、諸支出金で４４

９万３，０３１円等で、歳出合計は１１億７，１１９万１，３５４円となり、歳入歳出

差し引き額は６５２万６，９７２円でございます。

以上が決算の概要でございます。

詳細につきまして健康福祉課長から御説明しますので、よろしく御審議をお願いいた

します。

○議長（安部 重助君） 詳細説明を求めます。

健康福祉課長。

○健康福祉課長兼地域局長（佐古 正雄君） 健康福祉課、佐古でございます。それでは、

第８３号議案の詳細について御説明申し上げます。

事項別明細書以下で説明させていただきます。５ページ、６ページをお願いいたしま

す。１款介護保険料、１節現年度分２億６００万５，７８０円、徴収率につきましては

９９．３％でございます。６５歳以上の方の介護保険料でございます。２節滞納繰り越

し分１３１万２，８２０円、徴収率においては５５．４％でございます。

２款分担金及び負担金１，５９３万６，０００円は、神崎郡認定審査会共同設置負担

金でございまして、市川町から７０４万４，０００円、福崎町から８８９万２，０００

円の負担をいただいております。この負担割合につきましては、介護認定者割が５０％、

審査件数割が５０％となってございます。

次に、４款１項１目介護給付費負担金１億９，５８５万７１０円は、介護給付費に係

る国の負担分でございます。

２項１目調整交付金７，３６０万４，０００円は、高齢化率などにより調整されて交

－１１１－



付されております。

２目地域支援事業交付金、介護予防事業分１２８万１，２５０円は、介護予防事業実

施に係る交付金でございます。

続きまして、７ページ、８ページをお願いいたします。３目包括的支援事業⋞任意事

業分８３９万３，３５５円、４目事業費補助金６５万１，０００円でございます。

５款１項１目介護給付金交付金３億７７２万円、２目地域支援事業交付金１８４万３，

０００円、これは第２号被保険者、４０歳から６４歳の方の保険料でございまして、社

会保険診療報酬支払基金のほうから交付されるものでございます。

６款１項１目介護給付費負担金１億５，７０９万５，０００円、介護給付費に係る県

の１２．５％負担相当分でございます。

２項１目地域支援事業交付金は、６３万円でございます。

続きまして、９ページ、１０ページをお願いいたします。２目包括的支援事業⋞任意

事業分４１９万６，０００円、３目物忘れ健診事業補助金１２５万円は、認知症専門医

賃金、備品購入費等の経費に対して２分の１の県の補助金でございます。

７款財産収入は、給付金の準備基金の利息でございます。

８款繰入金、１目介護給付費繰入金１億３，３１７万４００円は、介護給付費に係る

町の負担分１２．５％相当分でございます。

２目一般会計繰入金、職員給与等繰入金３，６４２万１，１８７円は、事務職員４名、

介護認定訪問調査員１名の給与費相当分でございます。

事務費繰入金１，２４２万４，５７８円は、郡認定審査会に係る神河町負担分６８２

万８，０００円とその他事務費繰入金５５９万６，５７８円でございます。

地域支援事業繰入金、介護予防事業分６２万６８７円、地域支援事業繰入金、包括的

支援事業⋞任意事業分６１３万９，８１６円でございます。

２項１目介護基金繰入金１９９万６，４２０円でございます。

９款繰越金につきましては、前年度繰越金でございます。

１０款２項１目雑入５８６万７２０円は、介護予防ケアプラン作成料でございます。

以上、歳入合計は１１億７，７７１万８，３２６円でございます。

続きまして、１３ページ、１４ページをお願いいたします。１款１項１目資格業務管

理費１，７４８万２，４４９円は、資格及び保険料賦課業務の税務課、健康福祉課職員

２名分の人件費と法改正に伴うシステム改修委託料などの事務費でございます。

２目サービス業務管理費２，０９４万１，９６８円は、職員２名分の人件費と介護認

定訪問調査員の賃金と事務費でございます。

続きまして、１５ページから１８ページをお願いいたします。３目は、連合会負担金

１０万９０８円でございます。

２項１目賦課徴収費３１万６，３７９円は、賦課徴収等に係る経費でございます。

３項介護認定審査会費２，３２８万８８９円は、審査員報酬等２名の嘱託職員賃金並
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びに認定審査コンピューター保守点検委託料などの事務費でございます。

２８節の繰出金は、郡の広域の事務に対し神河町の職員も携わっておりますので、給

与分４５０万円と水光熱費等の２５万７，０００円を一般会計に繰り出しをいたしてお

ります。

４項訪問調査費３８０万７，４２２円、介護保険の訪問調査に係る事務費で、主なも

のは主治医の意見書料でございます。

国保運営協議会費３万８，１３９円は、運営協議会の経費でございます。

２款１項１目介護サービス給付費等諸費１０億６，４５６万３，２３８円で、主なも

のは居宅介護サービス給付費３億８，７８２万２，９５５円、施設介護サービス給付費

４億７６２万９，０５５円等でございます。

続きまして、１９ページ、２０ページをお願いいたします。２項その他諸費７９万９，

９６５円は、介護給付費審査支払い手数料でございます。

３款１項１目二次予防事業費８８０万６，５４８円は、要介護状態になるおそれが高

い状態にあると認められる６５歳以上の方を対象として実施をする事業でございまして、

こつこつ貯筋教室、元気や脳教室などを実施をしております。その保健師１名の人件費

及び事務費、また介護予防事業の委託料などでございます。

続きまして、２１ページ、２２ページをお願いいたします。２項１目介護予防ケアマ

ネジメント事業費２，３４２万２，５５２円は、介護サービスを必要とする方のニーズ

をつないだり町内ケアマネジャー資質向上の研修などの事業でございまして、保健師２

名、社会福祉士１名の人件費及び介護予防サービス計画作成委託料などでございます。

２目認知症高齢者見守り事業費３０８万３，１１１円は、認知症講演会等の経費また

は講師謝礼、備品購入費等でございます。

続きまして、２３ページから２６ページをお願いいたします。５款１項１目第１号被

保険者保険料還付金１１万２，４２０円は、死亡等により保険料の還付が発生しており

ます６件分でございます。

２目償還金４３８万６１１円は、過年度によります国県の負担金の返還金でございま

す。

６款１目介護給付費準備金積立金５万４，７５５円は、歳入でも申し上げました基金

の利息でございます。

これらによりまして１１億７，１１９万１，３５４円でございます。

以上が内容、詳細とさせていただきます。

なお、２７ページには決算実質収支に関する調書、２８ページには財産等に関する調

書を添付させていただいておりますので、また参考にしていただきたいと思います。

以上で詳細説明を終わらせていただきます。

○議長（安部 重助君） 以上で第８３号議案の提案説明が終わりました。

次に、第８４号議案、平成２５年度神河町土地開発事業特別会計歳入歳出決算認定の
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件について、提出者の説明を求めます。

山名町長。

○町長（山名 宗悟君） 第８４号議案の提案理由並びに内容について御説明申し上げま

す。

本議案は、平成２５年度神河町土地開発事業特別会計歳入歳出決算認定の件でござい

ます。

歳入におきましては、予算現額５，１０９万５，０００円に対しまして、調定額、収

入済み額ともに２，１１８万２，４３７円で、その割合は４１．４％であります。

歳出につきましては、予算現額５，１０９万５，０００円に対しまして、支出済み額

が６８４万２，２７５円、執行率１３．３％であります。

実質収支におきましては、歳入歳出差し引き額が１，４３４万１６２円で、実質収支

額も同様であります。

また、財産等に関する調書におきまして、行政財産の保有は、公園といたしましては

秋桜たうんに１，３６５平方メートルございます。普通財産では、宅地としまして秋桜

たうんに６，８４９平方メートル、カクレ畑にクラインガルテン１７棟敷地分３，５４

７平方メートル、しんこうタウン第３期分３，５４７平方メートルがあり、田畑としま

しては、しんこうタウンに５９５平方メートルがあります。その他の土地としまして、

しんこうタウンで１，５８９平方メートル、カクレ畑で５，３８３平方メートルがござ

います。行政財産と普通財産と合わせまして２万３，８２７平方メートルを所有いたし

ており、２４年度と増減はありません。

以上が決算の概要でございます。

なお、詳細説明を地域振興課長が行いますので、よろしく御審議をお願いいたします。

○議長（安部 重助君） 詳細説明を求めます。

地域振興課長。

○地域振興課長（野村 浩平君） 地域振興課の野村でございます。それでは、平成２５

年度神河町土地開発事業特別会計の歳入歳出決算につきまして、５ページからの事項別

明細書で御説明いたします。

歳入でございますが、１款財産収入、１節土地売り払い収入で３５万８，２００円ご

ざいました。内訳は、クラインガルテン、カクレ畑の２５年度の分割払いの土地代とし

て３５万８，２００円であります。これは大川原区の土地と同区の１組の土地と神河町

の土地の合計でありまして、町のとり分は１２万４，１１１円となっております。

次に、２款諸収入、１節雑入で、カクレ畑入居者負担金ですが、分譲地が売れなかっ

たので収入はありませんでした。

３款繰越金、１節前年度繰越金ですが、２，０８２万４，２３７円でした。

以上、歳入合計が２，１１８万２，４３７円となっております。

次に、７ページ、８ページの歳出でありますが、１款土木費、１目貝野宅地造成事業
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費ですが、職員の時間外手当で６万６，９１５円、旅費で４，０００円、需用費で４１

万９，１５３円を支払い、うち印刷製本費でしんこうタウンのチラシを３回作成した代

金と決算書の印刷代で４３万３，１３３円を支払っております。役務費では、７０万３，

９３９円を支払い、うち２万７，０００枚のしんこうタウン販売促進のチラシ３回の折

り込み代２２万７，１３４円と新聞広告として４７万６，８０５円を支払いました。委

託料で４７万９，７９４円を支払い、うち草刈り代としてシルバー人材センターに１５

万４，２９４円、公園造成工事を行いましたが、その設計業務として３２万５，５００

円を支払いました。通行料等の使用料及び賃借料で８，１００円、公園の整地工事を実

施しました工事請負費で４８２万６，８５０円を支払いました。備品購入費では、消火

栓ホース格納箱で９万９，４３５円を支払いました。一般会計への繰り出しはありませ

んでした。

２目寺前宅地造成事業費は、支出はございませんでした。

３目カクレ畑多自然居住推進事業費は、２，３１１万１，０００円の委託料を予算化

していましたが、１区画も売れませんでしたので、委託料の支払いはございません。補

償補填及び賠償金で２３万４，０８９円を大川原区と同区の１組へ土地代金として支払

っております。

２款予備費の支出はございません。

以上、歳出の合計は６８４万２，２７５円となっております。

９ページには実質収支を記載しております。差し引き１，４３４万円となっておりま

す。

１０ページには財産等に関する調書を記載しております。行政財産としての公園は、

秋桜たうんの１，３６５平米で、２４年度と変わっておりません。普通財産であります

が、宅地では秋桜たうんが６，８４９平米で増減なし、しんこうタウンは１区画も売れ

ませんでしたので、増減なしの３，５４７平米となっています。カクレ畑クラインガル

テンログハウスも増減なしで４，４９９平米となり、田畑につきましては、しんこうタ

ウンの公園用地の一部が田畑でありましたので、その４３３平米をその他に移し、貸し

農園として使用しております５９５平米の土地が残っております。その他としまして、

しんこうタウンでは、公園造成に係る土地の移動によりまして４３３平米ふえて、１，

５８９平米となり、カクレ畑は分譲地分の１５区画の面積５，３８３平米を記載してい

ます。合計しますと２５年度中の増減は、それぞれ４３３平米でしたので、土地全体の

増減はなく、合計２万３，８２７平米の財産となっています。

以上で土地開発事業特別会計の説明を終わらせていただきます。御審議のほどよろし

くお願いいたします。

○議長（安部 重助君） 以上で第８４号議案の提案説明が終わりました。

次に、第８５号議案、平成２５年度神河町老人訪問看護事業特別会計歳入歳出決算認

定の件について、提出者の説明を求めます。
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山名町長。

○町長（山名 宗悟君） 第８５号議案の提案理由並びに内容について御説明申し上げま

す。

本議案は、平成２５年度神河町老人訪問看護事業特別会計歳入歳出決算認定の件でご

ざいます。

訪問看護は、中播磨地域の病院や開業医からの依頼は多く、姫路市香寺町から朝来市

生野町までをエリアとし、訪問看護、訪問リハビリなどを行っています。

また、在宅医療、在宅ケアの推進のため地域医療の担い手として地域住民の皆様の要

望に応えるべく夜間の携帯電話への転送により２４時間緊急連絡体制をとる対応も行っ

ております。

今年度の訪問看護ステーション利用者数は１，７７５人、訪問総回数は８，９７３回、

収入済み額１億１，０１２万９，８４３円、支出済み額９，２７９万４，８４０円、歳

入歳出差し引き残額は１，７３３万５，００３円であります。

以上が決算の概要でございます。

詳細につきまして病院総務課長から説明しますので、よろしく御審議をお願いいたし

ます。

○議長（安部 重助君） 詳細説明を求めます。

病院総務課長。

○病院総務課長兼施設課長（藤原 秀明君） 病院の藤原でございます。それでは、詳細

説明をさせていただきます。

事項別明細書で説明をさせていただきますので、決算書の５ページ、６ページをお願

いいたします。この会計の歳入の主なものは事業収入でございまして、１款事業収入が

９，１９５万８，４１５円で、内訳につきましては医療保険収入が１，７４６万１，４

５５円と介護保険収入のサービス事業収入が６，５６９万３，４６０円、居宅介護支援

事業収入が、これはケアプランの作成でございますが、８８０万３，５００円でござい

ます。

２款財産収入は、財政調整基金利子が６，７８０円でございます。

４款繰越金は、１，７１９万３，９７３円。

５款諸収入は、介護保険受託事業収入などで３６万３，４４１円。５款の２項の雑入

では、町有自動車損害保険受入金などで６０万７，２３４円でございます。

次に、歳出でございます。７ページ、８ページをお願いいたします。１款業務費につ

きましては９，１６９万２，１４９円で、主に訪問看護ステーションの運営に係ります

人件費で、理学療法士、作業療法士、看護師の９名分の給料及び手当でございます。

共済費は、正規職員の共済費及び嘱託⋞臨時職員の社会保険料等でございます。また、

賃金は、嘱託の事務員と看護師及び臨時の看護師の分で１，１０３万４，８１７円でご

ざいます。１１節需用費は、訪問用自動車燃料代などで２９５万９，９７４円でござい
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ます。１２節役務費は、通話料などで９３万８，９９４円。１３節委託料の主なものは、

訪問看護委託料で、これは姫路市香寺町について登録看護師に訪問看護を委託しており

ます経費でございます。

続きまして、９ページ、１０ページでございます。使用料及び賃借料、１４節でござ

いますが、主なものは白衣リース料などで９５万１，８４２円でございます。１９節負

担金、補助及び交付金は、研修会負担金などで３３万４，０５０円。２２節補償、補填

及び賠償金は、交通事故に伴う補償費及び賠償金でございます。

２款公債費につきましては、一時借入金利子で２，６９１円。

３款基金積立金は、１０万円を基金に積み立てております。

４款諸支出金は、介護療育支援事業会計へ事務所の賃借料相当としまして１００万円

を繰り出しをいたしております。

歳出は以上でございます。

次に、１１ページ、１２ページにつきましては、決算実質収支に関する調書と財産等

に関する調書を添付させていただいております。

以上でございます。よろしく御審議お願いいたします。

○議長（安部 重助君） 以上で第８５号議案の提案説明が終わりました。

次に、第８６号議案、平成２５年度神河町産業廃棄物処理事業特別会計歳入歳出決算

認定の件について、提出者の説明を求めます。

山名町長。

○町長（山名 宗悟君） 第８６号議案の提案理由を述べる前に、先ほど第８４号議案の

提案説明につきまして決算書の数値と私が申し上げた数値、文言が間違っておりました

ので、訂正をさせていただきます。

８４号議案の土地開発事業特別会計歳入歳出決算認定の件のところの普通財産の面積

等の説明の部分でございまして、クラインガルテンの１７棟敷地分３，５４７平方メー

トルと申し上げたわけですが、決算書の資料のほうでは４，４９９平方メートルと記載

してあります。こちらの数字が正しいわけでございます。

なお、１７棟敷地分と申し上げました部分につきましても１５区画分ということで訂

正をよろしくお願いいたします。

それでは、第８６号議案の提案理由並びに内容について御説明申し上げます。

本議案は、平成２５年度神河町産業廃棄物処理事業特別会計歳入歳出決算認定の件で

あります。

それでは、決算の概要を御説明申し上げます。歳入では、使用料及び手数料が１，３

９１万円、繰越金が５２９万１，０００円などで、歳入合計は１，９２２万円となって

おります。

歳出では、産業廃棄物処理事業費が１，５３６万５，０００円、産業廃棄物処理施設

災害復旧費が１４７万円で、歳出合計は１，６８３万５，０００円であります。
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歳入歳出差し引き額２３８万５，０００円となり、実質収支額も同様となっておりま

す。

以上が概要でございます。

住民生活課長が詳細説明を行いますので、よろしく御審議をお願いいたします。

○議長（安部 重助君） 詳細説明を求めます。

住民生活課長。

○住民生活課長（吉岡 嘉宏君） 住民生活課、吉岡でございます。それでは、詳細につ

きまして説明させていただきます。

歳入の部につきまして、事項別明細書５ページをごらんください。１款使用料及び手

数料は１，３９１万１，１９３円で、歳入総額の約７２％を占め、残土と不燃物の合計

約８，８５５トンの処分地使用料です。

２款財産収入１万５，８６１円は、財政調整基金の利子です。

４款繰越金５２９万１，２００円は、前年度繰越金です。

５款諸収入は、消費税還付金です。

以上等で歳入合計が１，９２２万８５４円であります。

続きまして、歳出の部ですが、事項別明細書７ページをごらんください。１款産業廃

棄物処理事業費は１，５３６万５，３６９円で、主なものとしまして１３節委託料１，

２１０万７３８円で、内訳は備考欄の５項目です。２５節積立金２５１万２，０００円

は、財政調整基金への積み立てです。２７節公課費１７万２，２００円は、処分地使用

料の消費税等でございます。

３款災害復旧費としまして１４７万円、進入路の舗装をいたしました。

以上等で歳出合計が１，６８３万５，３６９円です。

なお、１１ページに決算実質収支を記載しております。

１２ページに財産等に関する調書をつけております。ごらんになってください。

２５年度産業廃棄物処理事業特別会計決算の説明は以上でございます。よろしく御審

議をお願いいたします。

○議長（安部 重助君） 以上で第８６号議案の提案説明が終わりました。

次に、第８７号議案、平成２５年度神河町寺前地区振興基金特別会計歳入歳出決算認

定の件について、提出者の説明を求めます。

山名町長。

○町長（山名 宗悟君） 第８７号議案の提案理由並びに内容について御説明申し上げま

す。

本議案は、平成２５年度神河町寺前地区振興基金特別会計歳入歳出決算認定の件につ

いてでございます。

歳入におきましては、予算現額７，１５８万円に対しまして調定額、収入済み額とも

に７，１３０万１，０５５円で、その割合は９９．６％であります。
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歳出につきましても予算現額７，１５８万円に対しまして支出済み額が７，１３０万

１，０５５円、執行率９９．６％であります。また、地区振興基金の決算年度末現在高

は６億１，１２４万８，４７２円であります。

以上が決算の概要でございますが、詳細説明を地域振興課長が行いますので、よろし

く御審議をお願いいたします。

○議長（安部 重助君） 詳細説明を求めます。

地域振興課長。

○地域振興課長（野村 浩平君） 地域振興課、野村でございます。それでは、第８７号

議案、平成２５年度神河町寺前地区振興基金特別会計歳入歳出決算認定の件につきまし

て詳細を御説明申し上げます。

まず、５ページ、６ページの事項別明細書の歳入をごらんください。１款繰入金、１

項基金繰入金、１目振興基金繰入金でございますが、各区からの取り崩しの申請及び事

務費を基金から繰り入れしたものでありますが、４，２２０万７，７０３円でございま

す。

２項財産区繰入金につきましては、収入はございません。

３項他会計繰入金につきましては、一般会計からの２，０００万円を返金として繰り

入れております。

次に、２款財産収入、１項財産運用収入、１目利子及び配当金でございますが、２５

年度当初基金残高２億４，０３６万円に対する利息でございます９０９万３，３５２円

ありまして、内訳は２億円の国債の利子３２０万円でありまして、うち１億円の国債の

売却益５２６万８，６４３円、ＪＡ定期預金の利息６２万４，７０９円でございます。

以上、歳入の合計は７，１３０万１５５円でございます。

次に、７ページ、８ページの歳出をごらんください。１款総務費、１項総務管理費、

１目一般管理費ですが、事務費でございます。平成２５年度につきましては、審議会を

平成２５年８月２２日と２６年の２月１４日に開催しておりまして、予算など経費の適

正な執行に関し審議をいただきました。一般管理費の合計といたしまして１６万３，５

０３円でございました。

次に、２目振興基金費、２５節積立金ですが、歳入の他会計繰入金と財産運用収入の

２，９０９万３，３５２円を積み立てたものでございます。

次に、３目地域振興費、１９節負担金、補助及び交付金でございますが、集落運営諸

経費助成金１１件、３，７４１万８，０００円、集落集会施設整備事業補助金１件、１

３２万６，２００円、スポーツレクリエーション施設整備事業補助金２件、１１０万円

で、合計３，９８４万４，２００円でございます。２８節繰出金ですが、寺前漁協への

補助金を一般会計へ繰り出しするものでございまして、２２０万円を一般会計へ繰り出

ししております。

以上、歳出の合計金額は７，１３０万１，０５５円でございます。
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次に、９ページ、決算実質収支に関する調書では、歳入総額７，１３０万１，０００

円、歳出も同額で、実質収支ともにゼロでございます。

また、１０ページ、平成２５年度財産等に関する調書でございますが、２５年度末残

高は６億１，１２４万８，０００円でございます。

以上、説明を終わらせていただきます。よろしく御審議のほどお願いいたします。

○議長（安部 重助君） 以上で第８７号議案の提案説明が終わりました。

次に、第８８号議案、平成２５年度神河町長谷地区振興基金特別会計歳入歳出決算認

定の件について、提出者の説明を求めます。

山名町長。

○町長（山名 宗悟君） 第８８号議案の提案理由並びに内容について御説明申し上げま

す。

本議案は、平成２５年度神河町長谷地区振興基金特別会計歳入歳出決算認定の件でご

ざいます。

歳入におきましては、予算現額３７９万円に対しまして、調定額、収入済み額ともに

３４５万９，６２９円で、その割合は９１．３％であります。

歳出につきましても予算現額３７９万円に対しまして、支出済み額が３４５万９，６

２９円、執行率９１．３％であります。

また、地区振興基金の決算年度末現在高は１億５，８５９万５，４７５円であります。

以上が決算の概要でございますが、詳細説明を地域振興課長が行いますので、よろし

く御審議をお願いいたします。

○議長（安部 重助君） 詳細説明を求めます。

地域振興課長。

○地域振興課長（野村 浩平君） 地域振興課、野村でございます。それでは、第８８号

議案、平成２５年度神河町長谷地区振興基金特別会計歳入歳出決算認定の件について御

説明申し上げます。

まず、５ページ、６ページの事項別明細書の歳入をごらんください。１款繰入金、１

項基金繰入金、１目振興基金繰入金でございますが、漁協の取り崩し分３００万円と事

務費１０万７，５３９円を基金より繰り入れしたものでありまして、３１０万７，５３

９円でございます。

次に、２款財産収入、１項財産運用収入、１目利子及び配当収入でございますが、２

５年度当初基金残高１億６，１３５万１，０００円に対する利息でございまして、３５

万２，０９０円でございました。

以上、歳入の合計は３４５万９，６２９円でございます。

次に、７ページ、８ページ、事項別明細書の歳出をごらんください。１款総務費、１

項総務管理費、１目一般管理費ですが、事務費でございます。平成２５年度につきまし

ては審議会を２６年２月１８日に開催して、予算など経費の適正な執行に関して審議を
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いただきました。一般管理費の合計としまして１０万７，５３９円でございます。

次に、２目振興基金、２５節積立金ですが、歳入の財産収入の３５万２，０９０円を

積み立てたものでございます。

３目地域振興費、１９節負担金、補助及び交付金の支出はありませんでした。次に、

２８節繰出金ですが、長谷漁協への補助分を一般会計へ繰り出しするものでございまし

て、３００万円を繰り出ししております。

以上、歳出の合計金額は３４５万９，６２９円でございます。

９ページ、決算実質収支に関する調書では、歳入歳出総額ともに３４６万円で、差し

引き実質収支額ともにゼロでございます。

また、１０ページ、平成２５年度財産等に関する調書ですが、長谷地区振興基金の２

５年度末残高は１億５，８５９万５，０００円で、有価証券はありません。

以上で御説明を終わらせていただきます。よろしく御審議のほどお願いいたします。

○議長（安部 重助君） 以上で第８８号議案の提案説明が終わりました。

ここで暫時休憩いたします。再開を１６時ちょうどといたします。

午後３時４５分休憩

午後４時００分再開

○議長（安部 重助君） 再開いたします。

議案審議に入る前に連絡いたします。廣納議員と坂本地籍課長が区内で通夜式があり

ますので、退席されておりますので、御了承願います。

それでは、議案審議、説明に入ります。

次に、第８９号議案、平成２５年度神河町水道事業会計決算認定の件について、提出

者の説明を求めます。

山名町長。

○町長（山名 宗悟君） 第８９号議案の提案理由並びに内容について御説明申し上げま

す。

本議案は、平成２５年度神河町水道事業会計決算認定の件でございます。

決算書の７ページをお願いします。平成２５年度は、人口減少に加え節水意識により

使用水量が減少傾向にある中、有収水量は前年比０．４％減の１１０万５，０００立方

メートルとなり、有収率は０．２％増の７４．１％となりました。

営業面では、水道事業経営健全化に向けた経費の削減と未納料金の収納強化を図り、

浄水場と配水池等の維持管理を行い、安全で良質な水道水の供給に努めるとともに、有

収率向上のため漏水調査を実施し、修繕工事は可能な限り直営工事としてコスト縮減に

努めました。

経営状況は、収益的収支では事業収益が３億３，７６０万７，０００円、事業費用は

３億２，６７５万４，０００円で、経常利益は１，０８５万３，０００円となりました
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が、特別損失の２２４万７，０００円の算入で８６０万６，０００円の当年度純利益と

なりました。

資本的収支では、収入で負担金の１，４３５万１，０００円、支出では１億７，３９

３万６，０００円、うち建設改良費３，２５７万４，０００円、企業債償還金で１億４，

１３６万２，０００円となりまして、収支不足額１億５，９５８万５，０００円につき

ましては、過年度分損益勘定留保資金で補填をいたしました。

以上が決算の概要でございます。

詳細につきまして上下水道課長から説明しますので、よろしく御審議をお願いいたし

ます。

○議長（安部 重助君） 詳細説明を求めます。

上下水道課長。

○上下水道課長（橋本三千也君） 上下水道課の橋本でございます。それでは、８９号議

案について詳細を説明させていただきます。

決算書の１ページをお願いいたします。決算報告書で、消費税込みの決算額です。収

益的収入の収入及び支出で収入の第１款水道事業収益は、予算額３億４，８０５万３，

０００円で、決算額は３億４，２１７万２，９２８円。支出の第１款水道事業費用の予

算額は、収入と同額の３億４，８０５万３，０００円で、決算額は３億３，１８３万５，

２０２円となりました。

２ページをお願いいたします。資本的収入及び支出で収入の第１款資本的収入は、予

算額１，７２５万円で、決算額は１，４３６万１，５５０円。支出の第１款資本的支出

は、予算額１億８，３７６万３，０００円で、決算額１億７，５５６万４，８６４円、

資本的収入が資本的支出に不足する額１億６，１２０万３，３１４円は、過年度分損益

勘定留保資金等で補填いたしました。

３ページをお願いいたします。損益計算書で、消費税抜きの金額です。営業収益は、

給水収益からその他収益、その他営業収益の合計で２億５，６５３万７，１２２円。営

業費用は、原水及び浄水から減価償却費の合計で２億６，９８４万３９３円。差し引き

営業収支は１，３３０万３，２７１円の営業損失となっています。

営業外収益は、受取利息及び配当金から雑収益の合計で８，１０６万９，７５１円。

営業外費用では、支払い利息及び企業債取扱諸費から雑支出の合計で５，６９１万３，

９２３円。営業外利益は２，４１５万５，８２８円となり、営業損失と営業外利益の差

し引きで経常利益が１，０８５万２，５５７円となりました。

特別損失は、固定資産除却損失等で２２４万６，３０８円となり、当年度純利益は８

６０万６，２４９円となりました。

前年度繰越欠損金は１億８４４万７，４４４円で、当年度末処理欠損金は９，９８４

万１，１９５円となりました。欠損金が高額となっておりますが、減価償却費を原資と

いたしました内部留保資金を運用しましたので、資金不足は発生しておりません。
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次に、４ページお願いします。剰余金計算書で資本金の自己資本金は４億９，３７４

万８，５０１円で、増減はありません。

借入資本金では、起債元金償還金が１億４，１３６万２，１６４円で、残高は２１億

１，６１０万８，６５９円、資本剰余金は国庫補助金でろ過膜モジュール更新や水道管

移設工事等による処分額が１０６万３，５５５円、県砂防工事関連根宇野低配水池水道

管移設工事による工事負担金１，４３５万１，０００円の受け入れにより、翌年度への

繰越金の資本剰余金合計は２９億６，１２２万４，４２０円となりました。

利益剰余金は、未処理欠損金については９，９８４万１，１９５円となり、資本合計

は５４億７，１２４万３８５円となっています。

次に、５ページ、６ページのほうお願いいたします。貸借対照表で５ページでは、資

産の部では固定資産税で有形固定資産がイの土地からヘの工具⋞器具及び備品までで合

計は５２億６，５２１万１，７０１円で、固定資産合計額は同額でございます。

次に、流動資産で現金が２億１，９６６万５９６円、未収金が２，２４４万５０円で、

主に水道料金と工事負担金になっております。

貯蔵品は、修理材料等で２２８万６，８３８円、前払い金はゼロで、流動資産の合計

は２億４，４３８万７，４８４円となり、資産合計は固定資産と流動資産を合計して５

５億９５９万９，１８５円となりました。

負債の部では、固定負債の修繕引当金で３万８，０５１円。

次に、６ページで流動負債で未払い金は主に３月分の電気代や消費税、工事請負金等

で３，６０２万７，９９２円。前受け金は、水道料金の前受け金で１万５，３６５円。

預かり金は、契約保証金等で２２７万７，３９２円。流動負債合計は３，８３２万７４

９円となり、負債合計は３，８３５万８，８００円となっています。

次に、資本の部で資本金のうち自己資本金は４億９，３７４万８，５０１円、借入資

本金では企業債が２１億１，６１０万８，６５９円で、資本金合計は２６億９８５万７，

１６０円でございます。

剰余金は、資本剰余金合計が２９億６，１２２万４，４２０円で、欠損金では当年度

末処理欠損金が９，９８４万１，１９５円です。剰余金合計は２８億６，１３８万３，

２２５円。資本金合計は５４億７，１２４万３８５円で、負債資本合計は資産合計と同

額の５５億９５９万９，１８５円です。

７ページについては、町長が説明しましたので、省略させていただきます。

次に、８ページをお願いします。議会の議決事項につきましては、この表のとおりで、

８件の議決をいただきました。

職員に関する事項では、２５年度末で事務職員５名、労務職員１名の計６名でござい

ます。

９ページの建設改良費の概要は、工事が６件となっています。

続きまして、１０ページお願いいたします。業務量では、年間配水量１４９万５８４
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立米で、年間有収量は１１０万４，７４６立米、有収率は７４．１％で、前年度より０．

２％の増となっております。

１１ページをお願いいたします。重要契約で工事が６件、委託業務が６件、固定資産

購入が１件でございます。企業債の残高は、１億４，１３６万２，１６４円の償還によ

り２１億１，６１０万８，６５９円。議会の議決を経なければ流用できない経費、職員

給与費は決算額で５，４０６万５，４９１円となりました。

１２ページをお願いいたします。収益費用明細書で、消費税抜きの金額でございます。

収入、第１款水道事業収益は３億３，７６０万６，８７３円で、１項営業収益は２億５，

６５３万７，１２２円、１目１節の水道使用料は２億５，１５４万８，５９２円で、内

訳は基本料金、超過料金とメーター使用料でございます。現年度の徴収率は９８．２％、

過年度分は５４．７％となっております。

３目３節の雑収益のうち新規加入金は、２８件で２５４万６，６６７円となっていま

す。

続いて、２項営業外収益は８，１０６万９，７５１円で、主なものは一般会計からの

補助金７，２６５万５，０００円でございます。

次に、１３ページをお願いいたします。支出でございます。１款水道事業費用は３億

２，９００万６２４円で、１款営業費用は２億６，９８４万３９３円、１目の原水及び

浄水費が３，１３１万４，４３９円で、これは１２カ所の浄水場に係る経費でございま

す。

次に、２目の配水及び給水費で１，４５９万５，６２９円、これは配水池や配水管等

に係るものでございます。

次に、１４ページをお願いいたします。３目受託工事費は消火栓新設修繕工事費で８

２万４，０００円。

４目総係費が６，９４３万７，９４４円で、職員６名の人件費や事務費が主なもので

ございます。

次に、１５ページをお願いいたします。５目の減価償却費は１億５，３６６万８，３

８１円で、建物、構築物等の減価償却費として現金支出を伴わない営業費用となってお

り、これが原資となって内部留保資金という形で運用をしております。

次に、１６ページお願いいたします。２項の営業外費用が５，６９１万３，９２３円

で、うち企業債借入償還利子で支払い利息が４，８２９万８，０６３円、支払い消費税

は８２４万９，７００円でございます。

雑支出は３６万６，１６０円で、平成１９年から２４年度分の水道使用料の不納欠損

分２２件分でございます。

３項の特別損益は２２４万６，３０８円で、主なものは県砂防工事関連の根宇野低配

水池水道管移設工事等によるものでございます。

次に、１７ページをお願いいたします。資本的収支で収入額は負担金で１，４３５万
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１，０００円、内訳は説明欄のとおりでございます。

次に、１８ページをお願いいたします。資本的支出では１億７，３９３万６，１６４

円となり、建設改良費は施設費の委託料では川上、猪篠水源地改良工事測量設計監理業

務等で４４６万円、工事請負費では県砂防関連根宇野低区配水池水道管移設工事ほか５

件で２，５３１万４，０００円と固定資産購入費２８０万円で、合計３，２５７万４，

０００円。企業債償還金で借入償還元金として１億４，１３６万２，１６４円を支出し

ております。

１９ページをお願いいたします。固定資産明細書で表の右下、年度末償却未済額は５

２億６，５２１万１，７０１円となっております。

次に、２０ページと２１ページをお願いいたします。企業債明細書で２１ページ一番

下の欄、未償還残高合計が２１億１，６１０万８，６５９円となっています。

次に、２２ページをお願いいたします。補填財源明細書で前年度末の資金剰余金アの

２億１１４万３，４４８円に当年度消費税資本的収支調整額、Ｂ欄と当年度損益勘定留

保金、Ｄ欄の当年度利益剰余金、Ｆ欄の合計となります当年度補填発生財源発生額、Ｅ

欄の１億６，６１２万６，６０１円を加算したアプラスイの欄の３億６，７２７万４９

円が当年度補填可能額となります。

当年度補填額は、４条の資本的収支の不足額、クの欄の１億６，１２０万３，３１４

円を留保資金から補填し、翌年度繰越額は一番下の欄で２億６０６万６，７３５円とな

ります。これが内部留保資金となり、したがって累積赤字はありますが、資金不足は起

こしておりません。

以下固定資産減価償却明細書、経営分析書でございます。

その他別添で決算説明資料については、ごらんいただきたいと思います。

以上で詳細説明を終わらせていただきます。よろしくお願いいたします。

○議長（安部 重助君） 以上で第８９号議案の提案説明が終わりました。

次に、第９０号議案、平成２５年度神河町下水道事業会計決算認定の件について、提

出者の説明を求めます。

山名町長。

○町長（山名 宗悟君） 第９０号議案の提案理由並びに内容について御説明申し上げま

す。

本議案は、平成２５年度神河町下水道事業会計決算認定の件でございます。

決算書の７ページをお願いします。当町の生活排水処理率は９８．２％で、有収水量

は１３１万７，０００立方メートルとなっておりまして、町民の皆様に快適な生活環境

を提供しています。

事業運営については、昨今の社会経済情勢と人口の減少から料金収入も減少傾向にあ

ります。一般会計繰入金も減少する中、厳しい経営状況ではありますが、経営健全化に

向けて事業運営に取り組みました。
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経営状況は、収益的収支の事業収益で６億５７４万３，０００円、うち営業収益が２

億３９３万５，０００円、営業外収益が４億１８０万８，０００円、事業費用は５億６，

５３５万３，０００円、うち営業費用が４億８８６万７，０００円、営業外費用が１億

５，６４８万６，０００円で、経常利益は４，０３９万円となりましたが、特別損失の

３１５万１，０００円の算入で３，７２３万９，０００円の当年度純利益となりました。

資本的収支におきましては、収入は資本費平準化債、一般会計負担金等で１億５，８

０１万７，０００円、支出は建設改良費で１，９９０万円、企業債償還金で３億９，０

８０万６，０００円となりまして、収支不足額２億５，２６８万９，０００円は過年度

分損益勘定留保資金等で補填をしました。

以上が決算の概要でございます。

詳細につきまして上下水道課長から説明しますので、よろしくお願いします。

○議長（安部 重助君） 詳細説明を求めます。

上下水道課長。

○上下水道課長（橋本三千也君） 上下水道課の橋本でございます。それでは、第９０号

議案について詳細を説明させていただきます。

１ページをお願いいたします。決算報告書で、消費税込みの金額でございます。収益

的収入の支出で収入では、第１款下水道事業収益の予算額６億１，３６３万円で、決算

額は６億１，１９１万６，７２３円。支出では、第１款下水道事業費用の予算額は収入

額と同額の６億１，３６３万円で、決算額は５億７，４５６万７，７２４円となりまし

た。

２ページをお願いいたします。資本的収入の支出で収入は、第１款資本的収入の予算

額１億５，９９２万８，０００円で、決算額は１億５，８９０万２，５００円。支出は、

第１款資本的支出の予算額４億１，４６６万２，０００円で、決算額は４億１，１７０

万１，３８０円。資本的収入が資本的支出に不足する額２億５，２７９万８，８８０円

は、過年度分損益勘定留保資金等で補填をいたしました。

３ページをお願いいたします。損益計算書で、消費税抜きの金額でございます。営業

収益は下水道使用料とその他営業収益の合計で２億３９３万４，８９３円、営業費用で

は管渠費から減価償却費の合計で４億８８６万６，６７５円となっていまして、差し引

き後の営業損失は２億４９３万１，７８２円でございます。営業外収益は、受取利息及

び配当金から雑収益の合計が４億１８０万７，６３０円となっております。営業外費用

は、支払い利息及び企業債取扱諸費から雑支出の合計で１億５，６４８万５，６９８円

で、差し引き合計額は２億４，５３２万１，９３２円でございます。営業収益から営業

外収益を差し引くと４，０３９万１５０円の経常利益となり、特別損失は固定資産除却

損失で３１５万７６８円、当年度純利益は３，７２３万９，３８２円となりました。前

年度繰越欠損金の１４億６，５０２万６，４９３円に当年度純利益を合計した１４億２，

７７８万７，１１１円が当年度未処理欠損金でして、大変高額となっておりますが、減
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価償却を原資とした内部留保資金を運用して債務超過にならないよう注意を払っており

ます。

次に、４ページをお願いいたします。剰余金計算書でございます。自己資本金は、他

会計繰入金２，８００万円の受け入れで２６億６，９２０万２，３５７円、借入資本金

は企業債償還金３億６，３５８万７，９５０円の減で、残高は５２億７，５８４万３，

２０３円、資本剰余金は県道加美宍粟線下水道移設工事に伴う処分額が２２５万７，１

８５円、県道加美宍粟線下水道管移設工事等に伴う負担金が１，７７１万６，６６７円

で、残高は６３億１，２３８万８，７２１円でございます。

利益剰余金の未処理欠損金では、当年度純利益３，７２３万９，３８２円の算入でマ

イナスの１４億２，７７８万７，１１１円となり、資本金合計は１２８億２１７万３，

００６円となりました。

次に、５、６ページをお願いいたします。貸借対照表で、５ページで資産の部として

固定資産の有形固定資産でイの土地からトの建設仮勘定までで有形固定資産合計額は１

３４億２，６３７万４，３１０円で、固定資産合計額は同額となっております。

次に、流動資産として現金預金が２億７，６００万７，０１５円、未収金は下水道料

金で８６８万９，０１５円、前払い金は３８６万５，２００円、流動資産合計が２億８，

８５６万１，２３０円で、資産合計は１３７億１，４９３万５，５４０円でございます。

負債の部は、固定資産の企業債は資本平準化債で８億８，４２７万３，３１１円、固

定負債合計は同額となっております。

流動負債の未払い金は、３月分の電気代、上半期の処理場管理委託料等で２，８４６

万３，９３７円、預かり金は所得税等で２万５，２８６円、流動負債合計は２，８４８

万９，２２３円で、負債合計は９億１，２７６万２，５３４円となっております。

６ページをお願いいたします。資本の部で資本金の自己資本合計は２６億６，９２０

万２，３５７円、借入資本金は企業債が５２億４，８３６万９，０３９円で、借入資本

合計は同額でございます。資本金合計は７９億１，７５７万１，３９６円です。剰余金

は、資本剰余金で国庫補助金以下合計額が６３億１，２３８万８，７２１円、利益剰余

金で当年度未処理欠損金が１４億２，７７８万７，１１１円で、剰余金合計は差し引き

４８億８，４６０万１，６１０円となりました。資本金合計は１２８億２１７万３，０

０６円、負債資本合計は資産合計と同額の１３７億１，４９３万５，５４０円でござい

ます。

７ページは、町長が説明しましたので、省略させていただきます。

８ページをお願いいたします。議会議決事項につきましては、５件の議決をいただき

ました。職員に関する事項では、事務職員２名、労務職員１名の計３名でございます。

建設改良工事の概要では、工事が２件となっております。

９ページをお願いいたします。業務量で公共３施設、農集５施設、コミプラ４施設の

状況でございます。
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１０ページをお願いいたします。会計の重要契約で１００万円以上の契約は、工事委

託等で６件となっております。企業債については、１億１，２３０万円の平準化債の借

り入れと３億９，０８０万６，３８０円の償還により年度末残高は６１億３，２６４万

２，３５０円、職員給与費は決算額で２，３９２万２，７７６円となりました。

１１ページをお願いいたします。収益費用明細書で主な事項について説明させていた

だきます。金額は、消費税抜きの金額となっております。

収入で１款下水道事業収益は６億５７４万２，５２３円、１項の営業収益は２億３９

３万４，８９３円、１目１節の下水道使用料は基本料金と人数割料金を合わせて１億９，

６８８万６，５８６円、収納率は現年度分が９８．０％、過年度分が４５．３％となっ

ております。

２目１節のその他営業収益は７０４万８，３０７円で、主なものは新規加入金で２１

件となっております。

続いて、２項営業外収益が４億１８０万７，６３０円で、主なものは一般会計からの

補助金が３億９，７６５万５，０００円、雑収益で仮受消費税が４０２万７０７円とな

っております。

次に、１２ページをお願いいたします。１款下水道費用が５億６，８５０万３，１４

１円で、１項の営業費用は４億８８６万６，６７５円。

１目管渠費が９８１万９，１０２円で、これは下水道本管、マンホールポンプ等の維

持管理に係る経費でございます。

２目処理場費が１億５１５万８，０３９円で、町内１２カ所の処理場に係る経費でご

ざいます。

１３ページをお願いいたします。３目の総係費は３，１２２万１，３９９円で、職員

３名の人件費、事務経費に係るものでございます。

１４ページをお願いします。４目減価償却費は２億６，２６６万８，１３５円で、こ

の金額が現金支出を伴わない経費で、内部留保資金で運用する原資となります。

１５ページの２項営業外費用が１億５，６４８万５，６９８円で、企業債償還利息が

１億５，１３９万５，０４２円となっております。支払い消費税は４７４万７，８００

円、雑支出として不納欠損１７件で３４万２，６００円でございます。

３項の特別損益は３１５万７６８円で、主なものは県道加美宍粟線下水道管移設工事

による固定資産除却損失でございます。

次に、１６ページをお願いいたします。資本的収入及び支出で資本的収入が１億５，

８０１万６，６６７円で、１款１項企業債で１億１，２３０万円、これは資本費平準化

債でございます。

２項で一般会計からの負担金が２，８００万円、３項の負担金では県道加美宍粟線下

水道管移設工事に伴う県からの負担金で１，７７１万６，６６７円。

１７ページをお願いいたします。資本的支出は４億１，０７０万６，３８０円で、１
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項の建設改良では県道加美宍粟線下水道管移設工事ほか１件と固定資産購入費合わせて

１，９９０万円。

２項の企業債償還元金は、３億９，０８０万６，３８０円となっております。

次に、１８ページをお願いいたします。固定資産明細書では、表の右下の年度末償却

未済額は１３４億２，６３７万４，３１０円となっております。

次に、１９ページから２４ページにかけては企業債明細書で、未償還残高は２４ペー

ジの一番下で６１億３，２６４万２，３５０円となっております。

次に、２５ページをお願いいたします。補填財源明細書でございます。前年度末資金

剰余金、アの欄、２億９７３万３５０円で、当年度補填財源発生額、イ欄は当年度消費

税資本的収支調整額、Ｂ欄の当年度損益勘定留保資金、Ｄ欄と当年度利益剰余金、Ｆ欄

を合計した３億３１４万５３７円で、当年度補填可能額はアプラスイの欄、５億１，２

８７万８８８円となり、４条の資本的収支の不足額、クの欄、２億５，２７９万８，８

８０円を当年度補填可能額、ア足すイ欄から補填して、翌年度繰越額は一番下の欄で２

億６，００７万２，００７円となりました。これが内部留保資金であって、累積赤字は

ありますが、資金不足は起こしておりません。

以下固定資産償却明細書、経営分析書でございます。

決算説明資料につきましては添付しておりますので、ごらんいただきたいと思います。

以上で詳細説明を終わらせていただきます。よろしくお願いいたします。

○議長（安部 重助君） 以上で第９０号議案の提案説明が終わりました。

ここでお諮りいたします。本日の会議時間は、議事の都合により、あらかじめこれを

延長いたしたいと思いますが、これに御異議ございませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（安部 重助君） 御異議ないものと認めます。よって、会議時間を延長すること

に決定しました。

それでは、次に、第９１号議案、平成２５年度公立神崎総合病院事業会計決算認定の

件について、提案者の説明を求めます。

町長。

○町長（山名 宗悟君） 第９１号議案の提案理由並びに内容について御説明申し上げま

す。

本議案は、平成２５年度公立神崎総合病院事業会計決算認定の件でございます。

国の医療費抑制策、深刻な医師不足等により全国の自治体病院の経営は非常に厳しい

状況が続いております。

そのような中で、公立神崎総合病院では、兵庫県から大阪医科大学での地域総合医療

科学の寄附講座設置により大阪医科大学から内科医２名、神経科医１名の非常勤医師を

派遣していただきました。しかし、内科においては常勤医師の不足がいまだ続いており、

地域住民の皆様に御迷惑をおかけしていると同時に、経営状況は極めて厳しいものとな

－１２９－



っています。このような状況下ではございますが、当院は地域医療の拠点病院として地

域住民の皆様に安全⋞安心な生活を送っていただくため、よりよい医療の提供に向け職

員が一丸となって懸命に努力いたしております。

公立神崎総合病院事業会計の平成２５年度の決算状況でございますが、入院患者数４

万２，３９１人、１日当たりの患者数が１１６．１人、外来患者数は１２万３，６１５

人、１日当たり５０６．６人、収益的収入では３５億９，４４５万３，８３５円、収益

的支出では３５億７，８５３万２，１９１円、収益的収支額はプラスの１，５９２万１，

６４４円、資本的収入では２億１，９７５万円、資本的支出では３億６，６７５万２６

５円、資本的収支額はマイナスの１億４，７００万２６５円でありますが、過年度分損

益勘定留保資金等で補填いたしております。

以上が決算の概要でございます。

詳細につきまして病院総務課長から説明いたしますので、よろしく御審議をお願いい

たします。

○議長（安部 重助君） 詳細説明を求めます。

病院総務課長。

○病院総務課長兼施設課長（藤原 秀明君） 病院の藤原でございます。それでは、病院

事業会計の決算の詳細説明をさせていただきます。

病院決算書の１ページをお願いいたします。決算報告書の収益的収入及び支出で、消

費税込みの数字でございます。収入では、病院事業収益で決算額が３６億４４２万１，

０９５円で、内訳は医業収益、医業外収益と特別利益でございます。

次に、支出では、病院事業費用といたしまして決算額３５億８，１２７万２，１７１

円、内訳は医業費用、医業外費用、特別損失でございます。

詳細は、明細書で後ほど御説明申し上げます。

次に、２ページをお願いいたします。資本的収入及び支出の収入では、決算額２億１，

９７５万円、企業債、負担金交付金でございます。

支出では、決算額３億７，２５４万１，０４５円。内訳は、建設改良費、企業債償還

金及び投資でございます。同様に詳細は後ほど明細書で御説明申し上げます。

次に、３ページは、損益計算書でございます。これは消費税抜きで記載をいたしてお

ります。医業収益では３１億６，７７３万９４１円、医業費用では給与費などで３４億

６，３５３万７，５４２円、医業損失が２億９，５８０万６，６０１円でございます。

医業外収益では負担金交付金などで４億２，６１２万２，８９４円。

４ページでございますが、４ページの医業外費用は支払い利息及び企業債取扱諸費な

どで１億１，４７７万６５円、医業外利益が３億１，１３５万２，８２９円。経常利益

が１，５５４万６，２２８円でございます。特別利益としまして過年度損益修正益が６

０万円でございます。これは２４年度で収益的収支の医療技術養成費で支出をしており

ました看護師修学資金貸与分を資本的収支の投資に振りかえたことによるものでござい
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ます。特別損失２２万４，５８４円でございます。これはＪＡの有線放送設備の分担金

を処理したものでございます。当年度純利益が１，５９２万１，６４４円となっており

ます。前年度の繰越欠損金が５億１万１５７円で、当年度未処理欠損金が４億８，４０

８万８，５１３円となっております。

続きまして、５ページは貸借対照表でございまして、固定資産で有形固定資産の土地、

建物、構築物、器械及び備品、車両で有形固定資産の合計が３２億２，７４４万９，９

３３円でございます。

無形固定資産は、ＪＡの有線分を処理しましたので、ゼロとなっております。

６ページをお願いします。投資合計１，６６８万７，４８０円、その他投資につきま

しては医師、看護師修学資金貸与分などとなっております。固定資産合計が３２億４，

４１３万７，４１３円でございます。

流動資産は、現金預金と医業未収金などで、この医業未収金は診療費の未収分で診療

報酬が２カ月おくれで入ることになるものがほとんどでございます。流動資産合計が４

億８，３２６万４，７３９円、繰り延べ勘定の控除対象外消費税が３，８８２万４，９

８０円で、資産合計が３７億６，６２２万７，１３２円でございます。

負債の部では、医業未払い金などで流動負債合計並びに負債合計は１億４，３３１万

２，８５２円でございます。

７ページの資本の部では、資本金では自己資本金及び借入資本金でございまして、資

本金合計が４０億２，６３８万４，７９３円でございます。剰余金につきましては、資

本剰余金合計が８，０６１万８，０００円、利益剰余金合計ではマイナスの４億８，４

０８万８，５１３円、剰余金合計がマイナスの４億３４７万５１３円で、資本合計が３

６億２，２９１万４，２８０円、負債資本合計が３７億６，６２２万７，１３２円でご

ざいます。

８ページは剰余金計算書で、資本金の自己資本金の当年度変動額は他会計繰入金の受

け入れにより１億３１５万円の増、借入資本金では企業債の発行で１億１，６６０万円

の増、企業債の償還で２億４，６７３万４，６６３円の減となっております。利益剰余

金の未処理欠損金は、当年度純利益が１，５９２万１，６４４円で、当年度利益剰余金

がマイナスの４億８，４０８万８，５１３円、資本合計は右下の３６億２，２９１万４，

２８０円となっております。

次に、９ページでございます。欠損金処理計算書案でございますが、第６９号議案で

剰余金処分の可決をいただきました２，５５７万１，０００円の資本剰余金の処分の計

算をいたしております。

次に、１０ページ、１１ページにつきましては、町長の提案説明と重なりますので、

省略をさせていただきます。

１２ページでございます。１２ページの議会議決事項でございまして、６件を議決い

ただいております。
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４の部門別職員数でございます。平成２６年３月３１日現在で医師が２２名、看護師

１２５名、医療技術員４９名、事務員４１名、労務員４０名、合計２７７名でございま

す。

１３ページは、職員の異動でございます。

１４ページの工事及び資産購入でございます。建設工事はロータリー改良工事で２，

０８２万７，０００円、資産購入は医療器械等で４２品目で９，４９８万８，６００円

となっております。

続きまして、１７ページをお願いいたします。１７ページは業務量でございまして、

患者数の状況でございますが、入院につきましては４万２，３９１人、外来で１２万３，

６１５人となっております。中段にございます外来患者数のうち、休日夜間患者数は計

で３，２２０人でございます。

１８ページをお願いいたします。１８ページの手術件数でございます。合計で５８５

件でございます。

次に、分娩数でございます。分娩数は１０８件、右側行きましてエックス線件数が１

万９，１４３件、検査件数が合計で５２万３，０３６件、ＣＴ件数が３，０１９件、解

剖はございません。ＭＲＩが１，５６７件でございます。

その下の調剤件数でございますが、入院、外来合わせまして１８万６，３２４件、給

食件数で合わせまして１１万８，３４７食でございます。

次に、１９ページは、大畑診療所の状況でございます。患者数が１２３人、右側の収

益で１２２万４１０円でございます。

その下の病床利用率は、病床数１５５床で、年間延べ稼働病床数で５万６，５７５床

で、年間延べ入院患者数４万２，３９１人で、病床利用率は７４．９％でございます。

次に、２０ページから２１ページに事業収入及び事業費用に関する事項でございます

が、事業収入に関する主なものとしまして、医業収入の入院収益は１４億９，８４９万

２，４８０円で、前年比較５，８３２万６，９３８円の増、外来収益１４億８，２００

万４，３７２円で、前年対比５，０８４万４，２９５円の減、これの減につきましては

平成２６年２月から院外処方にした影響が大きく出ております。

医業収益合計では３１億６，７７３万９４１円、前年比較９０４万３，８３７円の増

でございます。医業外収益の合計では４億２，６１２万２，８９４円で、前年比較５，

３４８万９，６９１円の増でございます。特別利益が６０万円で、合計では３５億９，

４４５万３，８３５円で、前年比較３億１，２５１万８，４７２円の減でございます。

次に、２１ページは、事業費用でございます。主なものとしまして、医業費用のうち

給与費で２０億７，０５７万１，２３６円で、前年比較３，５８４万１，９１８円の増、

材料費は８億８，４３４万８，６０５円で、前年比較８，４８８万４，０４１円の減、

これ材料費も大きく減っておりますが、これも院外処方によりまして外来収益が減って

おりますが、材料費も薬品費の購入量が減っていることによるものでございます。経費
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は３億２，３００万６，８８２円で、前年比較６６９万９，０２７円の増、医業費用合

計で３４億６，３５３万７，５４２円で、前年比較４，５８６万３，９８１円の減、医

業外費用の合計は１億１，４７７万６５円で、前年比較７３２万２，６２０円の減、事

業費用合計では３５億７，８５３万２，１９１円で、前年比較５，２９２万２，０１７

円の減となっております。事業収支額ではプラスの１，５９２万１，６４４円で、前年

比較２億５，９５５万６，４５５円の減でございます。

２２ページをお願いします。２２ページの資本的収入及び支出に関する事項につきま

しては、詳細を後ほど資本的収支明細書で御説明を申し上げます。

２３ページをお願いします。企業債、他会計借入金及び一時借入金の概況の企業債で

ございます。これは本年度借入額の財政融資資金１億１，６６０万円は、ロータリー工

事と医療器械購入分でございます。一時借入金につきましては、年度末残高はゼロでご

ざいます。

次に、２４ページをお願いいたします。２４ページは、収益費用明細書でございます。

まず、医業収益で３１億６，７７３万９４１円。内訳は、入院収益、外来収益、大畑診

療所収益、その他医業収益でございます。

医業外収益では４億２，６１２万２，８９４円。１目負担金交付金につきましては、

一般会計からの繰入金でございます。補助金、患者外給食収益、その他医業外収益が内

訳でございます。特別利益につきましては、先ほども申し上げました看護師修学資金の

経理上振りかえを行ったことによるものでございます。

次に、２６ページをお願いします。２６ページは費用の部でございます。医業費用で

３４億６，３５３万７，５４２円、給与費が２０億７，０５７万１，２３６円で、病院

は人的サービス事業であることから、給与費が最も高い割合を占めております。

２８ページをお願いします。２８ページの２目材料費は、８億８，４３４万８，６０

５円で、薬品費、診療材料費、給食材料費、医療消耗備品でございます。

３目の経費が３億２，３００万６，８８２円で、報償費から３１ページの雑費までで

ございます。

３１ページの４目の公債費につきましては、１４１万４，７３１円。

５目減価償却費は１億６，２８８万１６９円で、建物などの減価償却でございます。

６目の資産減耗費は、固定資産の除却費で４９９万９，３６８円。

７目の研究研修費は１，２７７万３，０１６円で、謝金と諸費、旅費、研究雑費でご

ざいます。

８目の大畑診療所費用が３５４万３，５３５円で、医師給から需用費まででございま

す。

３２ページをお願いします。３２ページの２項医業外費用では１億１，４７７万６５

円で、支払い利息及び企業債取扱諸費などでございます。

４項の特別損失は、先ほども申し上げましたが、ＪＡ有線の負担金の処理をしたもの
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でございます。

次に、３３ページでございます。資本的収支明細書でございます。資本的収入の企業

債が１億１，６６０万円で、玄関前ロータリー工事と医療機器購入分でございます。他

会計負担金は１億３１５万円で、一般会計からの繰り入れ分でございます。一般会計の

繰り入れのうち財務会計システム分につきましては、会計制度改正に伴い交付税で措置

がされているものでございます。資本的支出では、建設改良費は器械備品購入費で９，

４９８万８，６００円、工事請負費で２，０８２万７，０００円、企業債償還金で２億

４，６７３万４，６６５円、投資の長期貸付金で医師修学資金貸付金で２４０万円、看

護師修学資金で１８０万円でございます。

次に、３４ページをお願いします。有形固定資産明細書でございます。当年度増加分

は構築物で、２，３６２万７，０００円はロータリー工事分、器械及び備品の購入額の

９，４９８万８，６００円、建設仮勘定で２，１８６万８，３５０円、減少分は除却し

たもので器械及び備品の９，９９８万７，４１７円でございます。この建設仮勘定分の

当年度減少額２，４８０万８，３５０円は、ロータリー工事が設計施工で２カ年になっ

ておりましたので、建設仮勘定で処理をしたものでございます。

次に、３５ページに企業債明細書でございます。本年度の借り入れは、下から２つで

ございます。財政融資資金の平成２６年３月２５日分の９，４８０万円の医療器械購入

分と２，１８０万円のロータリー工事分でございまして、未償還残高は２４億４，５３

４万１，１８２円となっております。

続きまして、３６ページからにつきましては、固定資産減価償却明細書でございます。

３６ページから４２ページまでございます。

４３ページは、補填財源明細書でございます。計算方法につきましては、上下水道課

からもちょっと御説明がございましたので、一番下のところをごらんいただきたいと思

います。一番下の計が留保資金と言われるものでございまして、３億３，９９５万１，

８８７円の留保資金がございます。そのような表でございます。それ以降につきまして

は、経営分析をつけさせていただいております。

以上で詳細説明を終わらせていただきます。よろしく御審議をお願いいたします。

○議長（安部 重助君） 以上で第９１号議案の提案説明が終わりました。

ここで上下水道課長が退席されますので、御了承願います。（「訂正」と呼ぶ者あ

り）訂正か。

もとへ。私のほうが訂正します。上下水道課長から訂正の申し出がありましたので、

ここで許可いたします。

○上下水道課長（橋本三千也君） 上下水道課の橋本でございます。第９０号議案の中で

第１ページになりますけども、収入の決算額６億１，１９１万６，２７３円のところを

６億１，１９１万６，７２３円と間違っておりますので、訂正させていただきます。

それから支出の決算額５億６，９８１万９，９２４円のところを５億７，４５６万７，
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７２４円と間違っておりますので、２カ所の訂正をお願いしたいと思います。以上でご

ざいます。

○議長（安部 重助君） それでは、以上で１３件の決算認定の提案説明が終わりました。

大変長らくお待たせいたしましたわけでございますけども、ここで監査委員から平成

２５年度神河町各会計決算について審査の結果を報告していただきます。

清瀬代表監査委員、よろしくお願いします。

○代表監査委員（清瀬 茂生君） 失礼いたします。代表監査委員を仰せつかっておりま

す清瀬でございます。平成２５年度の決算審査の報告の前に、一言挨拶を申し上げます。

皆様御存じのように、私、昨年の１２月に神河町監査委員の選任を受け、ことし１月

より例月監査に従事しており、決算審査は今回が初めての経験でございました。例月監

査、決算審査の職務を通じ各課、各出先機関の幹部職員の方との忌憚のない質疑、意見

交換を通じまして職員の方々の各担当部署での日ごろの職務に対する姿勢につきまして

強く感じましたのは、日常の業務で直面するもろもろの課題に真摯な態度で真剣に取り

組み、そして解決するといった姿勢はもちろんでございますが、それだけではなく、常

に将来を見据え、長期的な視野、展望を持ちつつ積極的な態度で職務に精励されておる

という姿勢に接しまして、皆様がいかにこの町、神河町を愛し、安全⋞安心の町づくり

に日ごろより腐心されているかという思いがひしひしと伝わってくるのを覚えまして、

監査委員としてはもちろんではございますが、日ごろ町行政と距離のある場所で仕事を

しております私、一町民といたしましても新鮮な感動を覚え、感謝の気持ちとともに非

常に心強い思いをいたしました。今後とも幹部職員の方々には、後輩職員の方に対する

指導とともに議会議員の先生方との真剣な議論を経て、より安全⋞安心の町づくり、町

の発展のためになお一層職務に精励していただくことを大いに期待いたしております。

どうぞよろしくお願いいたします。

それでは、ただいまより平成２５年度神河町各会計の決算審査について報告いたしま

すので、よろしくお願いいたします。

地方自治法第２３３条第２項及び同法第２４１条第５項並びに地方公営企業法第３０

条第２項の規定により、町長から審査に付された平成２５年度神河町各会計決算書歳入

歳出事項別明細書、実質収支に関する調書及び財産に関する調書並びに各会計諸帳簿、

証書類等について、役場３階第１会議室及び公立神崎総合病院会議室において、平成２

６年７月７日、９日、１５日、１８日、２３日、２５日、８月１日及び８月４日の８日

間にわたり山下皓司議会選出監査委員とともに審査を行いました。

審査の結果といたしましては、各会計の決算書、歳入歳出事項別明細書並びに附属書

類はいずれも法令に準拠して作成されており、決算計数は関係諸帳簿及び証拠書類と照

合した結果、適切に処理されていることを認めました。

各会計決算に係る審査意見は、それぞれ決算書に添付いたしておるとおりでございま

すので、簡単に報告させていただきます。
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神河町の財政健全化指数のうち実質公債費比率は、前年度から１．１ポイント改善さ

れ、１６．９％となりました。目標の１８％を下回り、健全化に向けたあらゆる取り組

みの成果として、まずもって評価したいと思います。

一般会計歳出は、前年度より１３億５，０８９万４，０００円の減となっております。

神崎小学校⋞幼稚園舎建設事業の完了が大きな要因となっておりますが、震災復興、消

費税率の引き上げ等社会情勢の影響を受けたものを除き予定された事務事業は実施され

ていると思われます。重点施策として取り組んだ人口減少対策、安心⋞安全の町づくり

対策、地域振興策としての観光振興や地域活性化対策についても一定の評価があったと

思います。また、財源確保、経費節減の努力も認められました。地方交付税の合併特例

期間の終了に伴う収入減、病院北館の耐震問題など神河町独自の課題や国の動きに対応

できるよう引き続き手綱を緩めず行財政運営に取り組まれることを期待します。

それでは、各会計ごとに報告いたします。

まず、一般会計でございます。

町税については、景気回復が余り見受けられなかったことや人口減の影響もあり対前

年度比２．１％の減となりました。固定資産税は、関西電力大河内発電所の減価償却等

により３，８７９万５，０００円の減収となっております。

普通交付税は前年度比５４１万４，０００円の減となりましたが、特別交付税につい

てはコミュニティバス運営、公営企業会計システム改正経費、東日本大震災復旧職員派

遣などが勘案され、１，１３４万３，０００円増の５億２，７８０万３，０００円とな

り、特別交付税の交付額が多いことは県の当町に対する評価のあらわれと考えます。

県支出金では、災害復旧事業補助金３，４５２万円の減などにより対前年比３．２％

の減となりました。

国庫支出金は、公立学校施設整備費負担金３億４，１７５万９，０００円の減、学校

施設環境改善交付金１億２，２９８万９，０００円の減など対前年度比５６．８％の減

となりました。

人件費については、震災復興のための給与減額措置が実施されたこともあり、９．４

％減額の１１億９，５８０万５，０００円となっております。

物件費では、委託料がふえたことなどにより０．１％増額の１０億７，９７８万円と

なっています。

維持補修費では、本庁舎、町営住宅、道路等の維持補修で５０．２％増の７５５万２，

０００円となっています。

扶助費は、心身障害者福祉費で５６７万７，０００円の増、福祉医療費で４７２万５，

０００円の増など０．９％増額の６億５，００１万１，０００円となっています。

補助費は、病院事業補助金５，５４６万円の増、中播北部行政事務組合負担金９６０

万４，０００円の増などにより３．２％増額の１９億２，８３４万円となっております。

公債費は、繰り上げ償還金１億２，９４０万４，０００円の減額で、１２．２％減の
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１１億４，４４９万２，０００円となりました。

積立金は、財政調整基金で１億６，２１６万１，０００円の増、公共施設維持管理基

金３８４万９，０００円の増などにより４５．５％増の５億４，４２９万円となってい

ます。

投資的経費は、統合小学校⋞幼稚園整備事業の補助分１１億４，００３万円の減など

により６８．４％減の６億２６６万１，０００円となっております。

総括でも触れておりますが、今後は合併特例期間の終了や人口減などにより地方交付

税が大幅な減額となります。選択と集中により事業の重点化を図り、効率的な行財政運

営に努めていただくことを期待いたします。

なお、特に次の点について意見を述べたいと思います。

１、公会計制度導入により効率的な行財政運営が求められております。特に公有財産

管理については、さらに精度を高めた台帳等を整備していただきたい。

２、学校統廃合に伴って統合の跡地利用が喫緊の課題となっている中、旧南小田小学

校跡地が民間事業者による福祉関連施設として具現化できたことは大いに評価いたしま

す。しかし、その他の跡地については、治安上の懸念もあり、引き続きあらゆる角度か

ら研究し、早期に方向性を確立していただきたい。

３番目です。町税等滞納整理対策委員会の取り組みについて、徴収記録もしっかりと

整備されていると確認いたしました。また、各課の連携も向上しており、引き続き適切

な債権管理を推進していただきたい。

４番、重要課題を議論する政策調整会議の機能の活用度についても評価するところで

ございます。今後も一層機能強化を図っていただきたいというふうに考えます。

５番目、川崎住宅問題について進展が見受けられましたが、早期解決に向けての取り

組みを引き続きお願いしたい。

６番目、ヨーデルの森、グリーンエコー笠形、新田ふるさと村、峰山高原ホテルリラ

クシア、ホテルモンテ⋞ローザ、こっとん亭、神崎フードなど指定管理者制度等につい

て引き続き設置者の責任としての経営面等も注視するスタンスを強化していただきたい。

また、桜華園は、その位置づけについて御検討をお願いしたいと思います。

７番目、児童虐待、育児放棄対策については、関係各課の連携を強め、引き続き適切

な対応をしていただきたい。

８番目、各課の文書管理について引き続き適正な管理を実施されたい。

９番目、各課の事務事業の進捗管理について、管理シートや現場での成果も確認いた

しました。現場での施工管理の記録を整理し、説明用だけではなく内部管理のためにも

シートを活用したＰＤＣＡサイクルを一層充実させていただきたいというふうに考えま

す。

以上の９点について個別に意見を述べさせていただきました。

次に、介護療育支援事業特別会計についてでございます。
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小児療育に関する相談について、自宅や学校等においてきめ細やかな相談業務に継続

して取り組まれております。また、福崎保健所の協力も得ながら郡３町実施のすこやか

専門相談への支援、担当保健師との学校等巡回訪問指導においても重要な役割をケアス

テーションかんざきが担っております。その中で障害のある子供たちの就学後の問題に

ついて２３年度に立ち上げた障害児進路部会も機能し、他の機関と共同できる体制がで

きたことは評価いたします。限られたマンパワーではありますが、今後も丁寧な相談業

務を重ねられ、充実したサービスに努められることを期待いたします。

次に、国民健康保険事業特別会計でございます。

国保税の徴収率は、前年度比０．１ポイント減の７７．８％となっており、２５年度

末の収入未済額は前年度比２７７万８，０００円増の７，５１１万３，０００円となっ

ております。歳出の中で最も大きな割合を占める保険給付費は、前年度比２，５３８万

７，０００円減の８億８，６５７万円となっています。医療費削減対策、健康教育事業

では、てくてく教室を初め各種健康増進事業の推進や健診に検査項目を追加するなど各

種の取り組みは評価いたします。しかし、小児肥満の割合も多いことから、若年からの

健康教育の強化も望みます。関係課が連携し、急激な保険料の増加を招くことのないよ

う安定的な財政運営に努められることを期待します。

次に、後期高齢者医療事業特別会計でございます。

保険料の徴収率は、前年度と同じ９９．４％となっており、２５年度末の収入未済額

は前年度比２万７，０００円減の６５万８，０００円となっています。今年度も大きな

問題はなく、事業は推移しております。超高齢化社会となり、医療費の増は容易に想像

できるところであります。関係課の連携を含め医療費抑制、高齢者の健康増進につなが

る取り組みの推進を期待いたします。

次に、介護保険事業特別会計でございます。

介護保険料の徴収率は、前年度比０．１ポイント増の９８．８％となっており、収入

未済額は前年度比１０万９，０００円減の２２５万８，０００円となっております。介

護サービス給付費等諸費が前年度比８，０５９万１，０００円増の１０億６，５３６万

４，０００円となっています。給付費が大きく伸びた要因としましては、町内に新たに

デイサービスセンターが２カ所設置されたことなどが上げられます。なお、２６年３月

末における要介護認定者数は、１号被保険者で前年度比４３人増の７１５人、２号被保

険者で前年度比４人減の１０人となっております。

そういった中ですが、従来からのこつこつ貯筋教室に加え軽度認知症を早期に発見す

るためにタッチパネルを導入したほがらか教室も実施され、介護予防に取り組まれてい

ることは評価いたします。予防に力を入れ、要介護状態の方を減らすことは、本人、家

族の負担、また財政負担の軽減のために重要なことは明白です。今後も地域に根差した

取り組みに期待します。

次に、土地開発事業特別会計でございます。
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２４年度にしんこうタウンの第３期２７区画が販売開始となり、２５年度末では１０

区画が販売、新築されております。２５年度中は消費税率引き上げ前の駆け込み需要が

予想されましたが、販売はありませんでした。残り１７区画の早期完売のため具体策の

検討を望みます。２５年度末にはしんこうタウン区が新設されました。近隣の区の方と

も安心してつき合いができる環境整備に町としても常に配慮はお願いいたします。

町内定住に向けた取り組みについても県下でも高い評価が得られております。住宅マ

スタープランに基づき若者定住、優良な住宅用地の提供を促進し、深刻化している人口

減少に歯どめをかける取り組みに期待いたします。

次に、老人訪問看護事業特別会計でございます。

かんざき訪問看護ステーションは、開設後２０年が経過し、郡内、姫路市香寺町及び

朝来市生野町をエリアとして事業は順調に行われ、利用者数は延べ１，７００人を超え

ました。超高齢社会へ進む中、本人はもちろん家族へのサポートも不可欠となっており、

多様なケースをいかに在宅で最後まで見ていくのかという問題に直面しております。当

ステーションは、看護職が介護支援専門員も担い、将来も予測しながら取り組まれてお

ります。また、理学療法士、作業療法士、言語聴覚士も配置され、病状のケアだけでな

く、生活面からの支援も継続されております。今後もますますこの事業のニーズは高ま

っていきます。そして訪問看護は、地域包括のかなめと言われております。きめ細かい

サービスを引き続き維持されるよう期待いたします。

次に、産業廃棄物処理事業特別会計でございます。

歳入の主なものは、建設残土砂等処分地使用料１，３９１万１，０００円、前年度繰

越金５２９万１，０００円となっており、歳出の主なものは管理委託料３２２万５，０

００円、管理業務委託料１１１万７，０００円、伐採、運搬、処分等委託料６２９万１，

０００円となっています。集中豪雨により被災した搬入道路の復旧工事により、周辺環

境はよくなっております。２５年度は８，９３４．６トンが投入され、現在約５５．７

％の占有率となっております。許容量を超えたときの対策も検討されるよう望みます。

また、引き続き不法な持ち込みがないか現場を確認し、施設が適正、円滑に利用され

るよう運営努力を期待します。

次に、寺前地区振興基金特別会計及び長谷地区振興基金特別会計についてでございま

す。

両会計の財源は、基金からの繰入金が主なものであります。引き続き適正で効率的な

管理運営を望みます。

以上が一般会計及び特別会計の報告でございます。

次に、水道事業会計でございます。

人口減少、節水機器の普及など節水意識の傾向は２５年度も続き、昨年より水道使用

料は４，９４２立米減少しておりますが、直営を含め１３０件もの漏水修繕対応による

有収率の向上について引き続きの努力を評価いたします。
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使用料の未収金については、徴収強化月間を設け、給水制限、停止等を構えた納付指

導を継続され、過年度分未収金は２４年度末から７万５，８８５円改善し、３６８万１，

５６５円となっています。不納欠損処理は、平成１９年度から２４年度分１４件、３６

万６，１６０円となっております。

下水道事業会計では、水洗化率は９８％と高く、引き続き快適な生活環境の提供が維

持できております。

使用料の未収金については、水道事業会計と同様に精力的な徴収を継続されておりま

すが、過年度未収金は２４年度末から１９万４，３５５円悪化し、４６９万５３０円と

なっています。不納欠損処理は、平成１９年度から２４年度分９件、３４万２，６００

円となっています。

水道事業、下水道事業会計の審査を通じ町税等滞納整理委員会として各課の料金との

徴収についての連携意識が浸透してきたことは認めております。

しかし、昨今の経済情勢の影響により滞納は増加傾向にあります。また、人口減によ

り料金収入の増加も厳しいものがあります。今後も徴収見込みを的確に把握し、公正か

つ合理的、能率的な徴収を行っていただき、確実で安定的な経営に結びつけていく必要

があります。そして施設の老朽化に対応した中⋞長期的な整備計画を策定し、具体的な

将来像を描き、引き続き水道水の安全で安定した供給に努められることを期待いたしま

す。

最後に、公立神崎総合病院事業会計でございます。

今年度は１，５９２万２，０００円の黒字決算となっておりますが、厳しい経営状況

が続いております。入院患者数は、整形外科が多くふえ、全科で昨年度より１，７１４

人の増となっております。耳鼻科、小児科の常勤医師の着任も影響し、外来患者数も昨

年度より５，１９４人の増となっております。

入院収益は、手術件数の増もあり５，８３２万６，０００円の増となりましたが、外

来収益は薬局が院外処方に移行し、１人当たりの診療収入が下がり、５，０８４万４，

０００円の減となりました。

給与費は、臨時特例による医師給与も含めた減額措置が行われましたが、常勤及び非

常勤医師の増により増額となりました。

一方、材料費では、院外処方に伴う薬品の購入減により減額となり、給与費、材料費、

経費では４，２３４万３，０００円の減となりました。２５年度は整形外科医、外科医

の常勤医師を採用されました。また、非常勤ではありますが、大阪医科大、神戸大学、

兵庫県との連携から内科医、神経科医、リハビリテーション科医を確保することができ

ました。深刻な医師不足は国全体の問題ですが、そういった中にあって成果を上げられ

ていることを評価いたします。

しかし、内科医はまだまだ充足しているとは言えず、医師獲得の取り組みは引き続き

努力されることをお願いいたします。
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２５年度の大きな取り組みの一つとして、院外処方が２６年２月３日より実施されま

した。大きなトラブルもなくスムーズに移行されたことは、大変評価します。薬価は少

し高くなりますが、ジェネリック医薬品の浸透も進み、患者様の負担減になることを期

待します。また、待ち時間短縮にもなり、サービスの向上となっていることも評価いた

します。

また、医療費請求の過誤調整額の比率が非常に少なく、レセプト点検の管理がしっか

りできていると認めました。確実な事務の遂行は、病院全体の信頼をも高めます。今後

もこの水準を維持されることを期待いたします。

当面の重要な課題は、北館の耐震問題です。移転新築か改築か、財政面も含めさまざ

まな課題はありますが、地域における将来の病院像を見据え、早期に方向性を出される

ことを期待いたします。

以上、一般会計ほか１２会計の決算審査を終わらせていただきます。ありがとうござ

いました。

○議長（安部 重助君） ありがとうございました。

代表監査委員の決算審査報告が終わりました。

それでは、ただいまより、代表監査委員の審査報告に対する質疑を受けますが、監査

委員の日程の都合上、本日のみ出席いただくことになっておりますので、御了承願いま

す。

特に質疑ございませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（安部 重助君） 質疑ないようでございます。質疑を終結いたします。どうもあ

りがとうございました。

以上１３件の決算の質疑については第３日目に行い、本日は説明のみにとどめます。

⋞ ⋞

日程第２ 請願第１号

○議長（安部 重助君） 日程第２、請願第１号、手話言語法制定を求める意見書の提出

に関する請願を議題といたします。

請願第１号の紹介議員の説明を求めます。

小林和男議員。

○議員（10番 小林 和男君） 失礼いたします。１０番、小林です。請願第１号、手話

言語法制定を求める意見書の提出に関する請願について、その内容を説明いたします。

この請願については、先日、公益社団法人兵庫県聴覚障害者協会の小林副理事長ほか

数名が神河町役場に来られ、手話言語法制定を求める意見書を神河町議会９月定例会に

おいて可決し、地方自治法９９条に基づき政府、国会に提出していただきたい旨の依頼

があり、私が紹介議員となり、安部議長宛てに提出されたものです。

請願の趣旨は、手話が音声言語と同等の言語であることを広く国民に広め、聞こえな
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い子供が手話を身につけ、手話で学べ、自由に手話を使え、さらに手話を言語として普

及、研究することのできる環境整備を目的とした手話言語法の制定を求めるものです。

手話とは、日本語を音声でなく手や指、体などの動きや顔の表情を使い伝える言語で

す。手話を使う聴覚障害者にとって聞こえる人たちの音声、言語と同様に緊急時や災害

時にみずからの命を守るための大切な情報などを得ることやコミュニケーションの手段

として大切に守られてきました。

ところが一方で、聴覚障害者が学ぶ学校では、手話が禁止され、相手の口の動きを読

み取る訓練しかされていなかった事態をお聞きし、私も大変驚きました。

また、地域社会では、手話を使うことで差別されてきた長い歴史が現実にあります。

平成１８年に採択された国連の障害者権利条約には、手話は言語であることが明記さ

れています。日本においてもことしこの条約を批准するとともに、平成２３年度に整備

された改正障害者基本法において全て障害者は可能な限り言語その他の意思疎通のため

の手段について選択の機会が保障されると定められました。

手話言語法の早急な制定を求めて、公益社団法人兵庫県聴覚障害者協会や上部組織で

ある一般社団法人全国ろうあ連盟は、各都道府県議会や全国の市町村議会に対して意見

書の提出を求める運動を行われており、本年６月の議会を終えた時点で２７都道府県５

２５市町村が意見書を提出し、県内においても大半の市議会が既に提出、年内には全て

の市町議会で請願の採択と意見書の提出を目指しておられます。

神河町議会においても聴覚障害者の皆様の切実な願いを御理解いただき、この請願を

採択していただき、政府、国会への意見書の提出についてよろしくお願いを申し上げる

次第でございます。

以上、紹介議員としての請願の内容の説明を終わります。どうぞよろしくお願いしま

す。

○議長（安部 重助君） 説明が終わりました。

本請願に対する質疑に入ります。質疑ございませんか。

〔質疑なし〕

○議長（安部 重助君） 質疑ないようでございますので、質疑を終結いたします。

ここでお諮りいたします。本案については、民生福祉常任委員会に審査を付託いたし

たいと思いますが、これに御異議ございませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（安部 重助君） 御異議ないものと認め、請願第１号は、民生福祉常任委員会に

審査を付託することに決定しました。御苦労さんでした。

⋞ ⋞

○議長（安部 重助君） ここでお諮りいたします。日程の途中ですが、本日の会議はこ

れで延会いたしたいと思いますが、これに御異議ございませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕
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○議長（安部 重助君） ありがとうございます。御異議ないものと認めます。

本日はこれで延会とすることに決定しました。

清瀬監査委員におかれましては、大変長時間にわたりおつき合いいただき、ありがと

うございました。細部にわたり審査、監査をしていただき、報告を受けました。今後と

も町の監視役としてよろしくお願いいたしまして、お礼の言葉といたします。ありがと

うございました。

本日はこれで延会と決定しました。

次の本会議は、あす９月４日午前９時再開といたします。

本日はこれで延会いたします。どうも御苦労さんでした。

午後５時３８分延会
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